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凡
例 

・ 

「
木
の
都
」
定
本
本
文
は
、『
定
本
織
田
作
之
助
全
集 

第
五
巻
』(

文
泉
堂
出
版
、
一
九
九
五
・
三
、
第
三
版)

二
九―

三
六
頁

よ
り
引
用
し
た
。
な
お
、
全
集
の
底
本
は
不
詳
で
あ
る
。 

・ 
「
木
の
都
」
織
田
文
庫
第
二
期
の
草
稿(

請
求
記
号
：
織
田
文
庫-

草
稿
Ⅱ-

三
一)

の
引
用
は
、
見
せ
消
ち
を
含
み
、
判
読
不
能

な
文
字
は
「
□
」
に
置
き
換
え
た
。
ま
た
吹
き
出
し
を
用
い
て
挿
入
さ
れ
た
文
字
は
「[]

」
で
括
り
、
見
せ
消
ち
に
代
わ
っ
て

挿
入
さ
れ
た
文
字
は
「
〈
〉
」
で
括
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
箇
所
を
複
数
回
引
用
す
る
場
合
、
便
宜
上
見
せ
消
ち
や
ル
ビ
を
省
略

し
て
い
る
。 

・ 

引
用
の
際
、
漢
字
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。(

た
だ
し
、
全
文
に
わ
た
っ
て
新
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
学
術
論
文
及
び
『
定

本
織
田
作
之
助
全
集
』
中
の
旧
字
体
は
変
更
し
て
い
な
い) 

 

は
じ
め
に 

織
田
作
之
助
「
木
の
都
」
は
一
九
四
四
年
三
月
『
新
潮
』
に
発
表
さ
れ
た
短
編
で
あ
る
。
織
田
作
之
助
は
大
阪
を
舞
台
と
す
る
作
品
を

数
多
く
執
筆
し
、
大
阪
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
木
の
都
」
で
は
、
現
在
の
夕
陽
丘
地
区
周
辺
、
作
中
で
は
「
上

町
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
帯
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
織
田
作
品
に
お
け
る
大
阪
の
情
景
は
正
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
印
象
が
強
い
。
だ
が
、

織
田
は
後
年
「
木
の
都
」
が
収
載
さ
れ
た
単
行
本(

『
猿
飛
佐
助
』
三
島
書
房
、
一
九
四
六
・
一)

の
あ
と
が
き
に
お
い
て
、
自
身
の
作
品

に
お
け
る
架
空
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

「
木
の
都
」
は
昭
和
十
九
年
三
月
号
の
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
や
う
な
淡
い
味
の
小
説
は
作
者
の
好
み
に
合
は
ぬ
が
、
た

だ
こ
の
小
説
が
一
見
私
小
説
で
あ
り
な
が
ら
全
部
空
想
の
小
説
で
あ
る
こ
と
と
、
今
と
な
つ
て
み
れ
ば
失
は
れ
た
大
阪
の
あ
る
町
を
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し
の
ぶ
よ
す
が
と
も
な
る
意
味
で
、
捨
て
が
た
く
思
ひ
、
こ
の
集
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。(

注
一) 

  

同
様
に
「
西
鶴
の
眼
と
手
」(

初
出
：『
西
鶴
研
究
』
復
刊
第
一
集
、
一
九
四
八
・
十)

で
も
架
空
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 

西
鶴
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
即
ち
私
に
と
っ
て
は
大
阪
人
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
つ
ね
に
私
が
口
に

し
て
い
る
「
大
阪
」
と
は
、
実
は
架
空
の
匂
い
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
大
阪
で
生
れ
、
大
阪
で
育
ち
、
げ
ん
に
大
阪
に
住

ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
私
の
描
く
「
大
阪
」
は
つ
ね
に
架
空
の
大
阪
で
あ
る
。
私
の
描
く
「
大
阪
」
は
現
実
の
地
理
的
大
阪
を
意
味

し
な
い
。
私
は
大
阪
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。(

注
二) 

 
 
 
 
 
 
 
    

    
    

    
    

   

 

こ
の
通
り
織
田
は
「
木
の
都
」
を
「
全
部
空
想
の
小
説
」
と
称
し
て
お
り
、
こ
の
小
説
で
描
か
れ
て
い
る
町
は
架
空
の
舞
台
で
あ
る
と

示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
織
田
は
「『
四
つ
の
都
』
の
起
案
よ
り
脱
稿
ま
で
」(

初
出
：『
映
画
評
論
』
第
一
巻
第
四
号
、
一
九
四
四
・

四)

の
中
で
「
こ
の
小
説
で
私
は
自
分
の
少
年
時
代
及
び
青
春
時
代
の
回
想
の
額
縁
の
中
に
と
ら
へ
た
名
曲
堂
と
い
ふ
古
レ
コ
ー
ド
店
一

家
を
、
そ
こ
の
息
子
の
少
年
工(

は
じ
め
は
新
聞
配
達)

を
中
心
に
描
い
た
」(

注
三)

と
も
述
べ
て
い
る
。「
木
の
都
」
に
「
自
分
の
少
年
時

代
及
び
青
春
時
代
の
回
想
の
額
縁
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
「
全
部
空
想
の
小
説
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
織
田
が
こ
の
よ
う
な
誇
張
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
品
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
「
空
想
」
と
い
う
言

葉
を
強
く
意
識
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
「
空
想
」
や
「
架
空
」
の
要
素
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
に
表

れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
か
。
数
少
な
い
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
架
空
」
や
「
空
想
」
と
い
っ
た
言
葉
の
意
味

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
詳
し
く
ど
の
よ
う
な
部
分
が
「
架
空
」
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

本
論
で
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
織
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
二
種
の
草
稿
、
初
出
本
文
、
定
本
、
一
部
「
木
の
都
」
を
原
作
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と
し
て
織
田
が
執
筆
し
た
映
画
脚
本
「
四
つ
の
都
」(

初
出
：『
映
画
評
論
』
第
一
巻
第
四
号
、
一
九
四
四
・
四)

の
分
析
を
通
し
て
、
織
田

が
述
べ
て
い
る
「
空
想
」
や
「
架
空
」
と
は
作
品
の
ど
の
よ
う
な
点
に
現
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る(

注
四)

。 

 

な
お
、
本
論
は
小
説
中
の
上
町
が
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
「
空
想
」
や
「
架
空
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
が
、
未
だ
十
分
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
織
田
文
庫
第
二
期
に
寄
贈
さ
れ
た
草
稿
と
初
出
本
文
、
定
本
の
異
同
を
大
ま

か
に
ま
と
め
た
上
で
、
主
目
的
の
考
察
に
移
る
。 

 
 一

章 

草
稿
分
析
と
先
行
研
究
紹
介 

第
一
節 

草
稿
と
定
稿
と
の
異
同 

 

「
木
の
都
」
の
草
稿
は
、
織
田
文
庫
第
一
期(

昭
和
五
二
年
度
寄
贈)

の
「
木
の
都
」
原
稿
用
紙
九
枚
と
織
田
文
庫
第
二
期(

平
成
二
八
年

度
寄
贈)

の
原
稿
用
紙
二
〇
枚
が
現
存
し
て
い
る
。
第
一
期
の
草
稿
九
枚
は
既
に
浦
西
和
彦
編
『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典
』(

和
泉
書
院
、

一
九
九
二
・
七)

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る(

注
五)
が
、
第
二
期
の
草
稿
二
〇
枚
は
、
管
見
の
限
り
未
だ
翻
刻
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
で

主
に
定
本
と
の
校
異
に
用
い
る
の
は
こ
の
第
二
期
の
草
稿
で
あ
り
、
こ
の
第
二
期
の
草
稿
を
以
後
「
第
二
期
稿
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
第
二
期

稿
は
創
作
メ
モ
に
近
い
形
で
あ
っ
た
第
一
期
の
草
稿
と
は
異
な
り
、
一
枚
目
か
ら
二
〇
枚
目
ま
で
一
貫
し
て
文
章
が
続
い
て
い
る
。
二
〇

枚
目
の
最
後
の
行
は
「
□
〈
で
〉
私
の
と
こ
ろ
へ
こ
と
を
知
つ
た
の
か
、
そ
の
ひ
と
」(

第
二
期
稿
二
〇
枚
目)

で
終
わ
り
、
現
存
す
る
二

〇
枚
の
中
で
小
説
は
未
完
で
あ
る
。
そ
の
第
二
期
稿
と
定
本
と
の
間
で
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
そ
の
特
徴
的

な
異
同
を
六
点
に
分
け
て
取
り
上
げ
る(

注
六)

。 

一
点
目
に
、
第
二
期
稿
と
定
本
と
の
間
で
、
類
義
語
や
類
似
表
現
へ
の
変
更
が
比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
近
づ
け
な
か

つ
た
」(

第
二
期
稿
一
枚
目)

か
ら
「
近
寄
れ
な
か
っ
た
」
、「
貧
し
い
暮
し
の
人
の
多
い
」(

第
二
期
稿
三
枚
目)

か
ら
「
貧
乏
人
の
多
い
」
、
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「
坂
の
名
を
書
き
束
ね
る
」(

第
二
期
稿
三
枚
目)

か
ら
「
坂
の
名
を
誌
す
」
な
ど
の
変
更
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

二
点
目
に
、
舞
台
描
写
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
第
二
期
稿
で
の
「
し
か
し
、
た
と
へ
ば
生
玉
の
馬
場
先
や[

、]

中
寺
町
の
ガ
タ
ロ
横
町

な
ど
と
い
ふ
町
は
、
も
う
元
禄
の
頃
よ
り
大
阪
の
下
町
の
匂
ひ
が
む
ん
む
ん
漂
う
て
ゐ
た
」(

第
二
期
稿
二―

三
枚
目)

と
い
う
一
文
に
、

定
本
で
は
「
生
玉
の
馬
場
先
」
の
直
前
に
「
高
津
表
門
筋
や
」
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
期
稿
で
は
「
駒
ヶ
池
の
夜
店
や
一
六

の
夜
店
や
榎
の
夜
店
」(

第
二
期
稿
五
枚
目)

と
あ
る
一
節
か
ら
、
定
本
で
は
「
一
六
の
夜
店
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、 

 

下
駄
屋
の
隣
に
薬
屋
が
あ
つ
た
。
薬
屋
の
隣
に
風
呂
屋
が
あ
つ
た
。
風
呂
屋
の
隣
に
床
屋
が
あ
つ
た
。
床
屋
の
隣
に
桶
屋
が
あ
つ
た
。

桶
屋
の
隣
に
古
道

□

□

□

具
屋
が
あ
つ
た
。
古
道

□

□

□

具
屋
の
隣
に
標
札
屋
が
あ
つ
た
。
標
札
屋
の
隣
に…

…

と
見
て
行
つ
て
、
私
は
お
や
つ
と

思
つ
た
。
標
札
屋
の
隣
に
本
屋
は
も
う
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。(

第
二
期
稿
九
枚
目) 

 

と
い
う
店
の
並
び
が
、
定
本
で
は
、 

 

下
駄
屋
の
隣
に
薬
屋
が
あ
っ
た
。
薬
屋
の
隣
に
風
呂
屋
が
あ
っ
た
。
風
呂
屋
の
隣
に
床
屋
が
あ
っ
た
。
床
屋
の
隣
に
仏
壇
屋
が
あ

っ
た
。
仏
壇
屋
の
隣
に
桶
屋
が
あ
っ
た
。
桶
屋
の
隣
に
標
札
屋
が
あ
っ
た
。
標
札
屋
の
隣
に…

…

（
と
見
て
行
っ
て
、
私
は
お
や
と

思
っ
た
）
本
屋
は
も
う
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
定
本
で
は
、
古
道
具
屋
が
消
え
、
仏
壇
屋
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

三
点
目
に
、
登
場
人
物
の
設
定
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
二
期
稿
で
は
明
確
に
さ
れ
て
い
る
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
の
出
身
中
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学
校
の
「
高
津
中
学
校
」
と
い
う
名
称
と
「
私
」
の
「
作
之
助
」
と
い
う
名
前
は
定
本
に
は
登
場
し
な
い
。
名
曲
堂
の
主
人
の
息
子
で
あ

る
「
新
坊
」
は
、
第
二
期
稿
で
は
「
新
吉
」
と
呼
ば
れ
て
い
る(

地
の
文
で
「
私
」
は
「
新
吉
君
」
ま
た
は
「
新
吉
少
年
」
と
呼
ん
で
い
る)

。

な
お
、「
四
つ
の
都
」
で
は
、「
新
吉
」(

ト
書
き)

、「
新
坊
」(

鶴
三
、
葉
子
、
十
吉
の
セ
リ
フ)

、「
新
ち
や
ん
」(

葉
子
の
セ
リ
フ)

、「
新

ぼ
ん
」(
標
札
屋
の
老
人
の
セ
リ
フ)

の
四
つ
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る(

注
七)

。
ま
た
、
学
生
時
代
に
レ
コ
ー
ド
を
割
っ
た
「
女
の
ひ

と
」
に
、
第
二
期
稿
で
は
「
柘
植
」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

時
間
設
定
に
つ
い
て
の
変
更
も
一
点
見
ら
れ
る
。「
私
」
が
初
め
て
名
曲
堂
を
訪
れ
た
季
節
は
第
二
期
稿
で
は
「
夏
」
で
あ
っ
た
が
、
定

本
で
は
「
初
春
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
一
度
目
の
名
曲
堂
へ
の
訪
問
の
際
降
っ
た
雨
が
、
第
二
期
稿
で
は
「
夕
立
ち
」

で
あ
っ
た
が
、
定
本
で
は
「
狐
の
嫁
入
り
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
二
期
稿
一
八
枚
目
で
は
再
び
「
夏
が
来
る
と
」
と
い
う

表
現
が
見
ら
れ
、
第
二
期
稿
執
筆
時
に
は
時
間
設
定
を
間
違
え
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

五
点
目
に
、
そ
の
他
の
変
更
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、「
私
」
が
名
曲
堂
に
依
頼
し
た
レ
コ
ー
ド
の
作
曲
家
が
定
本
と
第
二
期
稿
で
異
な

る
。
定
本
で
は
「
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
の
『
旅
へ
の
誘
い
』
を
デ
ュ
パ
ル
ク
の
作
曲
で
パ
ン
セ
ラ
が
歌
っ
て
い
る
古
い
レ
コ
ー
ド
」、
第
二
期
稿

で
は
「
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
の
『
旅
へ
の
誘
ひ
』
を
イ
ベ
ー
ル
が
〈
の
〉
作
曲
し
、
そ
れ
を
〈
で
〉
パ
ン
ゼ
ラ
が
歌
つ
て
ゐ
る
古
い
レ
コ
ー
ド
」

(

第
二
期
稿
二
〇
枚
目)

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
初
出
本
文
で
は
第
二
期
稿
と
同
じ
「
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
の
『
旅
へ
の
誘
ひ
』
を
イ
ベ
ー
ル

の
作
曲
で
パ
ン
ゼ
ラ
が
歌
つ
て
ゐ
る
古
い
レ
コ
ー
ド
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
矢
野
名
曲
堂
の
前
身
で
あ
る
矢
野
精
養
軒
の
自
慢
の
料

理
が
「
ポ
ー
ク
・
チ
ヤ
ツ
プ
」(

第
二
期
稿
一
三
枚
目)

か
ら
「
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。 

最
後
に
、
初
出
本
文
で
は
削
除
さ
れ
た
次
の
一
段
落
を
分
析
す
る
。 

 

登
り
詰
め
た
と
こ
ろ
は
露
地
の
や
う
に
な
つ
て
ゐ
て
、
こ
こ
で
少
年
の
頃
の
私
は[

よ
く
こ
こ
で]

「
馬
飛
び
」
と
い
ふ
遊
び
を
や

つ
て
ゐ
た
。
も
の
で
あ
る
。
柳
田
国
男
氏
の
「
こ
ど
も
風
土
記
」
に
よ
豫
れ
ば
、
こ
の
遊
び
は
「
鹿
遊
び
」
と
い
□[

つ
て
日
本
の
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津
々
浦
に
あ
る
遊
び
で
あ
る]

さ
う
で
あ
る
が
、[

し
か
し
、
柳
田
氏
の
本
に
は
大
阪
に
も
こ
の
遊
び
の
あ
つ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て

ゐ
な
い
。]

 

た
だ
私
た
ち
は
柳
田
氏
が
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
う
つ
む
い
て
馬
に
な
つ
て
ゐ
る
者
の
背
中
へ
飛
び
乗
つ
て
か

ら
、
「
鹿[

鹿
・
角]

な
ん
ほ
〈
本
〉
」
と
は
い
は
ず
、
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
風
の
子
の
冬
の
遊
び
で
あ
つ
た
。
そ

し
て
、
今
私
の
□
は
夏
で
あ
る
せ
ゐ
か
、
こ
の
□
□
し
か
し
、
今
は
子
供
た
ち
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
ゐ
る
の
か
、
露
地
に
は
「
馬

飛
び
」
を
し
て
ゐ
る
□
子
供
た
ち
の
姿
は
見
当
ら
な
か
つ
た
。
夏
の
せ
ゐ
で
も
あ
ら
う
。「
馬
飛
び
」
は
風
の
子
の
冬
の
遊
び
で
あ

つ
た
。(

第
二
期
稿
七―

八
枚
目) 

 こ
の
後
第
二
期
稿
で
は
「
露
地
を
突
き
□
〈
抜
〉
け
る
と
〈
て
、
〉
南
に
〈
へ
折
れ
る
と
〉[

四]

天
王
寺
、
北
は
〈
へ
折
れ
る
と
〉
生
□

国
魂
神
社
」(

第
二
期
稿
八
枚
目)
と
続
く
。
定
本
で
は
「
登
り
詰
め
た
と
こ
ろ
は
露
地
で
あ
る
」
か
ら
続
け
て
「
露
地
を
突
き
抜
け
て
、

南
へ
折
れ
る
と
四
天
王
寺
、
北
へ
折
れ
る
と
生
国

い

く

魂た
ま

神
社
」
と
あ
り
、「
少
年
の
頃
の
私
は
」
か
ら
「
風
の
子
の
冬
の
遊
び
で
あ
つ
た
」
に

該
当
す
る
場
面
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、「
四
つ
の
都
」
で
は
再
び
馬
飛
び
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

新
聞
配
達
の
少
年
、
新
吉
が
石
段
を
登
つ
て
行
く
。 

「
道
の
悪
し
さ
に
乗
る
駒
も
踏
み
わ
づ
ら
ひ
て
野
路
病
」 

登
つ
て
行
く
新
吉
の
眼
に
、
坂
の
上
の
露
地
で
少
年
達
が
胴
乗
り
遊
び(

馬
飛
び
と
も
い
ふ)

を
し
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。
途
端
に
、

新
吉
は
胴
乗
り
の
調
子
を
真
似
て
、
一
度
に
三
段
、
石
段
を
飛
び
登
ら
う
と
す
る
。
そ
の
拍
子
に
倒
れ
て
、
膝
を
し
た
ゝ
か
打
つ

て
擦
り
剥
く
。 
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こ
の
後
も
、「
新
吉
は
棒
の
や
う
に
突
つ
立
つ
て
、
胴
乗
り
遊
び
の
方
を
見
て
ゐ
る
」
、「
痛
い
、
涙
が
に
じ
ん
で
来
た
ら
し
い
。
そ
の
証

拠
に
胴
乗
り
遊
び
が
霞
ん
で
見
え
る
」
と
続
き
、
新
吉
の
視
線
は
胴
乗
り
遊
び
か
ら
離
れ
な
い
。
そ
の
後
馬
が
崩
れ
る
描
写
を
最
後
に
、

以
降
「
四
つ
の
都
」
で
は
馬
飛
び
の
描
写
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。 

定
本
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
馬
飛
び(

胴
乗
り)

が
映
画
脚
本
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
「
木
の
都
」
で
は
、
こ
の
場

面
の
前
後
で
過
去
に
「
私
」
が
訪
れ
た
夕
陽
丘
女
学
校
と
善
書
堂
と
い
う
本
屋
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
「
私
」
が
気
づ
き
、
そ

の
思
い
出
を
語
り
始
め
る
。
露
地
で
の
馬
飛
び
も
現
在
の
「
私
」
が
見
て
い
な
い
思
い
出
の
風
景
で
あ
る
が
、
馬
飛
び
が
「
私
」
の
眼
前

に
な
い
理
由
は
夕
陽
丘
女
学
校
と
善
書
堂
と
は
異
な
る
。
夕
陽
丘
女
学
校
と
善
書
堂
が
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
消
え
た
一
方
で
、
馬
飛
び

が
見
ら
れ
な
い
の
は
季
節
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
、
馬
飛
び
と
い
う
遊
び
も
ま
た
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
だ
が
物
語
中
の
「
私
」
は
「
夏
の
せ
ゐ
で
も
あ
ら
う
。
『
馬
飛
び
』
は
風
の
子
の
冬
の
遊
び
で
あ
つ

た
」
と
見
立
て
て
い
る
。
故
郷
の
過
去
と
現
在
を
比
較
す
る
「
私
」
の
語
り
が
一
貫
し
て
続
く
中
に
、
季
節
の
差
異
に
よ
っ
て
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
風
景
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
ち
出
す
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
一
方
、「
四
つ
の
都
」
で
は
具
体
的
な
季
節
の
設
定
が
な
く
、
更
に

「
私
」
と
い
う
存
在
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
語
り
の
方
向
性
を
意
識
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

第
二
期
稿
で
は
、
馬
飛
び
の
描
写
に
お
い
て
柳
田
国
男
の
「
こ
ど
も
風
土
記
」(

初
出
：『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
・
四)

に
言
及
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
『
こ
ど
も
風
土
記
』
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
織
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
間
違
い
な
く
織
田
本
人
が
目
を
通

し
て
い
た(

注
八)

。『
こ
ど
も
風
土
記
』
の
他
に
織
田
文
庫
に
は
柳
田
の
著
作
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
織
田
が
柳
田
の
著
作
を
他
に
読
ん

で
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
織
田
は
「
京
都
の
言
葉
」(
初
出
：『
銃
後
の
京
都
』
第
八
集
・
文
学
特
輯
号
、
一
九
四
三
・
一
一)

の
中
で
、
柳
田
の
研
究
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
不
満
を
示
し
て
い
る
。 

 

柳
田
国
男
氏
の
方
言
の
研
究
な
ど
も
東
北
語
の
研
究
に
主
力
が
注
が
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
の
を
、
僕
は
か
ね
が
ね
残
念
に
思
っ
て
ゐ
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る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
ひ
と
は
も
っ
と
京
都
の
言
葉
を
研
究
し
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。(

注
九) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
織
田
は
「
柳
田
国
男
氏
の
方
言
の
研
究
な
ど
も
東
北
語
の
研
究
に
主
力
が
注
が
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
を
残
念
に
思
う
と
同
時
に
、
「
柳
田

氏
の
本
に
は
大
阪
に
も
こ
の
遊
び
の
あ
つ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
」
こ
と
も
残
念
に
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か(

注
一
〇)

。
織
田

は
柳
田
の
関
心
が
関
西
圏
に
向
い
て
い
な
い
と
考
え
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
の
不
満
を
、
作
品
を
通
じ
て
表
明
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
馬
飛
び
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
そ
の
も
の
が
削
除
さ
れ
た
初
出
本
文
と
定
本
で
は
、
結
局
「
こ
ど
も
風
土
記
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
改
稿
に
あ
た
っ
て
、
何
ら
か
の
事
情
で
織
田
が
柳
田
へ
の
言
及
を
避
け
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、

以
上
に
あ
げ
た
資
料
以
外
に
、
織
田
と
柳
田
と
の
接
点
を
示
す
資
料
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
柳
田
へ
の
言
及
を
避
け
た

理
由
は
断
定
で
き
な
い
。
現
状
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
物
語
の
進
行
上
の
都
合
に
よ
っ
て
、
馬
飛
び
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
削
除
さ

れ
た
と
結
論
づ
け
た
い
。 

 

こ
こ
ま
で
第
二
期
稿
と
初
出
本
文
、
定
本
の
主
要
な
異
同
を
紹
介
し
て
き
た
。
次
章
以
降
、「
架
空
」
や
「
空
想
」
の
要
因
分
析
に
入
る

が
、
そ
の
中
で
も
本
章
で
例
示
し
た
変
更
点
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
い
く
。 

 

第
二
節 

先
行
研
究
に
つ
い
て 

冒
頭
に
引
用
し
た
通
り
、
織
田
は
自
身
が
描
写
し
た
故
郷
の
町
を
度
々
「
架
空
」
と
表
現
し
、
こ
の
作
品
を
「
全
部
空
想
の
小
説
」
と

ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
だ
が
、
作
品
や
随
筆
、
日
記
の
中
で
織
田
が
そ
の
「
架
空
」
や
「
空
想
」
が
こ
の
作
品
の
ど
の
部
分
に
表
れ
て

い
る
の
か
明
確
に
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
に
お
い
て
こ
う
し
た
言
葉
の
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
。
次
章
以
降
の

考
察
に
入
る
前
に
、
先
行
研
究
に
お
け
る
「
架
空
」
や
「
空
想
」
の
解
釈
を
紹
介
し
た
い
。 

ま
ず
、
浅
野
洋
（
二
〇
一
二
）(

注
一
一)

は
、
作
中
で
「
私
」
が
言
及
し
た
「
架
空
の
匂
ひ
」
の
原
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
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て
い
る
。 

 

…
…
(

前
略)

、
十
一
年
後
の
「
木
の
都
」
で
オ
ダ
サ
ク
は
「
い
く
つ
か
の
作
品
」
で
「
故
郷
の
町
」
を
「
現
実
の
町
」
ら
し
く
描
こ

う
と
し
て
も
「
著
し
く
架
空
の
匂
ひ
を
帯
び
て
」
し
ま
う
の
は
な
ぜ
か
、
と
自
問
す
る
。
そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
、「
今
日
の
わ
が
国

の
新
文
学
」
が
「
故
郷
を
失
つ
た
文
学
を
抱
い
た
、
青
春
を
失
つ
た
青
年
」
の
文
学
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
故
郷
も
文
学
の
故
郷

も
、
ま
た
青
春
を
も
失
っ
た
現
代
の
文
学
が
、
そ
れ
で
も
な
お
「
故
郷
の
町
」
を
「
現
実
」
ら
し
く
「
作
品
化
」
し
よ
う
と
す
る
の

は
「
青
春
の
回
想
」
に
ま
だ
未
練(

甘
さ)

を
残
す
か
ら
で
、
す
で
に
失
わ
れ
た
故
郷
を
実
在
す
る
か
の
よ
う
に
描
け
ば
、
そ
こ
に
は

お
の
ず
と
「
架
空
の
匂
ひ
」
が
つ
き
ま
と
う
。(

注
一
二) 

 

こ
こ
で
浅
野
は
、
小
林
秀
雄
の
評
論
を
参
照
し
た
上
で
、
「
架
空
の
匂
ひ
」
の
原
因
は
織
田
本
人
が
故
郷
と
青
春
を
失
っ
た
こ
と
に
あ

る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

一
方
で
、
浅
野
は
「『
木
の
都
』
の
描
写
は
本
当
に
〈
実
景
〉
な
の
か
」(

注
一
三)

と
い
う
問
題
提
起
に
対
し
て
「
オ
ダ
サ
ク
の
描
く
『
口

縄
坂
』
は
、
そ
の
『
名
』
の
由
来
と
し
た
〈
こ
と
ば
〉
の
『
趣
き
』
を
重
視
す
る
想
像
力
が
紡
ぎ
出
し
た
〈
幻
景
〉
の
坂
だ
っ
た
」(

注
一

四)

と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。
斎
藤
理
生
（
二
〇
二
一
）(

注
一
五)

は
こ
の
指
摘
を
肯
定
し
た
上
で
、
更
な
る
架
空
性
を
指
摘
し
て
い

る
。 斎

藤(

二
〇
二
一)

は
、「
作
之
助
は
『
木
の
都
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
北
尾
鐐
之
助
の
文
章
を
参
考
に
し
て
い

る
」(

注
一
六)

と
述
べ
た
上
で
、「
北
尾
が
新
旧
二
つ
の
姿
が
せ
め
ぎ
あ
う
と
こ
ろ
に
大
阪
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
の
に
、『
私
』
は
『
懐

古
的
な
空
想
の
世
界
』
の
側
し
か
と
り
あ
げ
て
い
な
い
」(

注
一
七)

と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
以
下
の
通
り
に
ま
と
め
て
い
る
。 
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「
架
空
の
町
」
と
は
こ
の
こ
と
も
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
現
実
の
大
阪
に
は
当
然
、
近
代
都
市
と
し
て
の
貌
も
あ
っ

た
。
し
か
し
『
木
の
都
』
の
「
私
」
が
求
め
て
い
る
の
は
、
懐
か
し
い
姿
で
あ
る
。
だ
か
ら
古
い
部
分
し
か
目
に
入
ら
な
い
。
そ
れ

は
現
実
の
大
阪
で
は
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
架
空
の
町
」
だ
と
断
っ
て
い
る
。(

注
一
八) 

 

こ
の
よ
う
に
斎
藤(

二
〇
二
一)

は
、「
私
」
か
ら
見
た
町
の
描
写
が
前
時
代
的
で
あ
る
こ
と
を
「
架
空
の
町
」
の
一
因
と
し
て
い
る
。
一

方
、
斉
藤(

二
〇
二
一)

以
前
に
北
尾
鐐
之
助
と
の
関
係
性
を
指
摘
し
た
宮
川
康(

一
九
九
九)(

注
一
九)

は
、
「
私
小
説
的
に
描
写
可
能
な

故
郷
の
町
並
を
、
あ
え
て
他
者
の
目
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
虚
構
化
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
」(

注
二
〇)

と
述
べ
て
お
り
、
北
尾

鐐
之
助
『
近
代
大
阪
』(

創
元
社
、
一
九
三
二
・
一
二)

に
お
け
る
町
並
み
の
描
写
を
参
考
に
し
た
こ
と
自
体
に
「
架
空
の
町
」
の
原
因
が

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。 

 

各
論
者
は
、
小
説
中
の
上
町
が
架
空
で
あ
る
の
は
故
郷
と
青
春
の
喪
失
と
い
う
織
田
の
過
去
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
論(

浅
野)

、
名
称

に
重
き
を
置
い
た
舞
台
の
説
明
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
論(

浅
野)

、
織
田
が
古
い
大
阪
の
姿
の
み
を
描
写
し
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
論

〔
斎
藤(

二
〇
二
一)

〕
、
北
尾
鐐
之
助
『
近
代
大
阪
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
論(

宮
川)

を
提
示
し
て
い
る
。
次
節
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
参
照
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
第
二
期
稿
や
資
料
の
内
容
も
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
説
の
妥
当
性
も
改
め

て
検
討
し
つ
つ
、
考
察
を
進
め
て
い
く
。 

 

二
章 

舞
台
の
架
空
性 

第
一
節 

地
名
の
由
来
と
架
空
性 

読
売
報
知
に
掲
載
さ
れ
た
「
文
化
村
」
と
い
う
記
事(

一
九
四
三
年
三
月
六
日
朝
刊
四
頁)

の
中
で
、
当
時
の
居
住
地
で
あ
る
野
田
村(

現

在
の
堺
市
東
区)

に
つ
い
て
、
織
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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四
年
ば
か
り
前
か
ら
、
私
は
な
ん
と
い
ふ
理
由
も
な
し
に
こ
の
村
に
住
ん
で
ゐ
る
が
、
訪
れ
て
来
る
人
に
言
は
せ
る
と
、
金
剛
、
葛

城
、
笠
置
そ
の
□
の
山
山
が
見
え
、
家
の
前
に
は
古
い
池
が
あ
り
、
な
ん
と
も
環
境
の
良
い
土
地
で
あ
る
ら
し
い
が
、
ど
う
い
ふ
も

の
か
い
っ
た
い
に
私
は
風
景
に
は
関
心
が
浅
く
、
そ
れ
よ
り
も
こ
の
草
深
い
村
が
文
化
村
と
い
ふ
別
名
を
持
っ
て
ゐ
る
こ
と
の
方
が

面
白
い
。(
注
二
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
風
景
に
は
関
心
が
浅
い
」
と
い
う
織
田
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
鵜
吞
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
風
景
以
上
に
特
徴
的
な
村

の
別
名
に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
織
田
は
、
「
木
の
都
」
で
も
「
私
」
に
地
名
の
由
来
を
語
ら
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
作
品
冒
頭
の
口
縄

坂
、
上
町
、
夕
陽
丘
と
い
う
名
の
由
来
の
説
明
で
あ
る
。 

こ
の
中
で
口
縄
坂
は
「
口
繩(

く
ち
な
わ)

と
は
大
阪
で
蛇
の
こ
と
で
あ
る
。
と
い
え
ば
、
は
や
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
繩
坂
は
ま
こ

と
に
蛇
の
如
く
く
ね
く
ね
木
々
の
間
を
縫
う
て
登
る
古
び
た
石
段
の
坂
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
に
反
し
て
実

際
の
口
縄
坂
は
直
線
状
で
あ
る
と
浅
野
は
指
摘
し(
注
二
二)

、
斉
藤(

二
〇
二
一)

も
こ
の
指
摘
を
認
め
て
い
る(

注
二
三)

。
そ
の
上
で
浅

野
は
「
実
態
と
異
な
る
形
状
を
命
名
の
由
来
と
し
た
の
は
、〈
実
景
〉
よ
り
も
『
口
縄
坂
と
い
ふ
名
称
の
も
つ
趣
き
』
、
そ
の
〈
こ
と
ば
〉

か
ら
立
ち
上
る
言
語
的
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」(

注
二
四
）
と
推
測
し
て
い
る
。 

第
二
期
稿
の
分
析
か
ら
、
浅
野
の
こ
の
推
測
に
補
足
す
る
。
第
二
期
稿
に
は
「
口
縄
坂
は
ま
こ
と
に
蛇
の
如
く
延
々
〈
く
ね
く
ね
〉
と

樹
々
の
間
を
縫
う
て
登
る[

古
び
た]

石
段
の
坂
で
あ
る
」(

第
二
期
稿
三
枚
目)

と
あ
り
、
一
度
用
い
ら
れ
て
い
た
「
延
々
」
と
い
う
言
葉

が
削
除
さ
れ
、「
く
ね
く
ね
」
に
置
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。
初
出
本
文
で
は
「
と
い
え
ば
、
は
や
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
」
が
追
加
さ
れ
、
定

本
で
は
最
終
的
に
「
と
い
え
ば
、
は
や
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
繩
坂
は
ま
こ
と
に
蛇
の
如
く
く
ね
く
ね
木
々
の
間
を
縫
う
て
登
る
古
び

た
石
段
の
坂
で
あ
る
」(

傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ)

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
直
線
状
の
坂
を
説
明
す
る
際
に
、
そ
の
実
態
を
正
確
に
描
写
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し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
「
く
ね
く
ね
」
で
は
な
く
初
め
に
用
い
た
「
延
々
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
。
一
度
は
こ
の
「
延
々
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
「
く
ね
く
ね
」
と
い
う
言
葉
に
修
正
し
た
の
は
、
直
前
の
「
蛇
の
如
く
」
と
い
う
形
容
と

合
わ
せ
て
、
浅
野
の
指
摘
通
り
「
言
語
的
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
た
か
ら
」
に
他
な
ら
な
い
。
織
田
が
意
図
的
に
口
縄
坂
の
説
明
を
実
態
か

ら
遠
ざ
け
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

一
方
「
私
」
は
、
夕
陽
丘
の
由
来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
信
憑
性
に
欠
け
る
説
明
を
し
て
い
る
。 

 

夕
陽
丘
と
は
古
く
か
ら
あ
る
名
で
あ
ろ
う
。
昔
こ
の
高
台
か
ら
は
る
か
に
西
を
望
め
ば
、
浪
華
の
海
に
夕
陽
の
落
ち
る
の
が
眺
め
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
家
隆
卿
で
あ
ろ
う
か
「
ち
ぎ
り
あ
れ
ば
難
波
の
里
に
や
ど
り
来
て
波
の
入
日
を
を
が
み
つ
る
か
な
」
と
こ

の
高
台
で
歌
っ
た
頃
に
は
、
も
う
夕
陽
丘
の
名
は
約
束
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。 

  

夕
陽
丘
の
地
名
の
由
来
は
、
荻
原
井
泉
水
の
随
筆
「
新
清
水
寺
」(

初
出
：
荻
原
井
泉
水
『
芭
蕉
風
景
』
春
秋
社
、
一
九
三
〇
・
一
一)

の
中
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

私
達
は
門
を
出
て
、
そ
こ
に
す
ぐ
続
い
て
ゐ
る
大
江
神
社
の
境
内
に
入
つ
た
。
爰
に
来
る
と
、
此
辺
一
帯
が
丘
だ
と
い
ふ
事
が
は
つ

き
り
解
る
程
に
、
前
方
が
崖
に
な
つ
て
、
難
波
か
ら
戎

え
び
す

の
あ
た
り
が
眼
下
に
見
渡
さ
れ
る
。「
ち
ぎ
り
あ
れ
ば
難
波
の
里
に
移
り
来

て
浪
の
入
日
を
拝
み
つ
る
か
な
」
と
、
い
ふ
家
隆
の
歌
か
ら
取
つ
て
夕
陽
ヶ
丘

﹅

﹅

﹅

﹅

と
い
ふ
と
の
こ
と
だ
。
と
、
碑
が
立
つ
て
ゐ
る
。 

(

注
二
五) 
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両
作
品
と
も
藤
原
家
隆
の
歌
を
取
り
上
げ
て
、
夕
陽
丘
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
荻
原
は
大
江
神
社
に
あ
っ
た
と
い
う
碑
に

基
づ
い
て
地
名
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
一
方
で
、「
私
」
は
自
身
の
推
測
か
ら
地
名
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
上
「
私
」
は
説
明

の
中
で
頻
繫
に
「
あ
ろ
う
」、「
思
わ
れ
る
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
お
り
、
一
見
し
て
「
私
」
の
説
明
の
信
憑
性
は
薄
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
加
え
て
、
第
二
期
稿
で
は
「
誰
の
歌
か[

は]

知
ら
ぬ
が
、『
ち
ぎ
り
あ
れ
ば
難
波
の
里
に
や
ど
り
来
て
波
の
入
日
を
を
が
み
つ
る
か

な
』
と
こ
の
高
台
で
う
た
つ
た
□
頃
に
は
、
も
う
夕
陽
丘
の
名
は
約
束
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
」(

第
二
期
稿
四
枚
目)

と
書
か
れ
て
お

り
、「
私
」
が
こ
の
歌
の
作
者
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
先
行
研
究
に
つ
い
て
」
の
中
で
宮
川
や
斎
藤(

二
〇
二
一)

の
論

を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
織
田
は
北
尾
鐐
之
助
の
『
近
代
大
阪
』
を
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
『
近
代
大
阪
』
の
中
で
も
「
ち
ぎ
り
あ
れ
ば(

後
略)

」
の
歌
は
紹
介
さ
れ
て
い
る(

注
二
六)

。
そ
の
た
め
、
織
田
本
人
に

十
分
な
知
識
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
意
に
「
私
」
に
曖
昧
な
説
明
を
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
単
に
織
田
が
藤
原
家
隆
と
い
う

名
前
を
忘
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
あ
り
う
る
。
そ
れ
は
、
読
売
報
知
の
記
事
「
相
変
る
大
阪
＝
町
民
挙
げ
て
生
産
増
強
へ
＝
」(

一
九
四
四

年
一
月
一
日
朝
刊
四
頁)

で
次
の
よ
う
に
告
白
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

 

大
阪
に
は
畳
屋
町
、
炭
屋
町
、
竹
屋
町
、
傘
屋
町
、
骨
屋
町
な
ど
と
い
ふ
町
名
が
あ
る
。
何
か
に
つ
け
て
早
呑
込
み
の
私
は
こ
れ

ら
の
町
名
の
由
来
を
、(

中
略)

と
思
ひ
込
み
、
ひ
と
に
も
さ
う
い
ひ
触
ら
し
て
ひ
と
か
ど
の
物
識
り
振
っ
て
ゐ
る
が
、
元
来
が
無
学

の
私
の
い
ふ
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
と
大
阪
に
関
し
て
は
変
に
物
識
り
の
や
う
に
誤
解
さ
れ
て
ゐ
る
せ
ゐ
か
、
こ
の
説
は
大
体
信

用
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。(

注
二
七) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

織
田
は
日
常
生
活
に
お
い
て
も
地
名
の
由
来
を
思
い
込
み
で
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
と
告
白
し
、
自
身
に
よ
る
地
名
の
説
明
の
信
憑
性

が
薄
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
織
田
は
確
固
た
る
根
拠
が
あ
っ
て
、
地
名
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
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め
、
織
田
が
「
ち
ぎ
り
あ
れ
ば(

後
略)

」
の
歌
に
つ
い
て
、
執
筆
当
初
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
怪
し
く
、
実
際
織
田
が

そ
の
作
者
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
う
る(

注
二
八)

。 
た
だ
し
、
そ
の
根
拠
に
欠
け
る
説
明
と
は
裏
腹
に
、「
木
の
都
」
に
お
け
る
夕
陽
丘
の
説
明
は
「
新
清
水
寺
」
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
一
致

し
て
お
り
、「
架
空
の
匂
い
」
は
薄
い
。
こ
の
点
、
全
く
躊
躇
の
な
い
語
り
口
で
意
図
的
に
虚
構
が
含
ま
れ
て
い
る
口
縄
坂
の
説
明
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
正
確
な
説
明
が
実
は
虚
構
を
含
ん
で
お
り
、
根
拠
と
自
信
に
欠
け
た
説
明
が
実
は
正
確
で
あ
っ
た
。
こ

の
あ
べ
こ
べ
な
「
私
」
の
語
り
は
、
作
中
に
お
け
る
架
空
と
現
実
の
要
素
を
見
分
け
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
然
地
名
の

由
来
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、「
木
の
都
」
で
描
写
さ
れ
て
い
る
町
並
み
も
ま
た
架
空
と
現
実
の
要
素
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

第
二
節 

架
空
の
町
並
み 

 

「
高
津
表
門
筋
や
生
玉
の
馬
場
先
や
中
寺
町
の
ガ
タ
ロ
横
町
な
ど
と
い
う
町
は
、
も
う
元
禄
の
昔
よ
り
大
阪
町
人
の
自
由
な
下
町
の
匂

い
が
む
ん
む
ん
漂
う
て
い
た
」
と
い
う
こ
の
一
文
の
中
で
一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
ガ
タ
ロ
横
町
」
を
、
石
濱
恒
夫
は
『
大
阪
詩

情 

住
吉
日
記
・
ミ
ナ
ミ―

わ
が
街
』(

朋
興
社
、
一
九
八
三
・
八)

の
中
で
「
話
好
き
な
大
阪
の
市
井

し

せ

い

人
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
勝
手
に

語
り
伝
え
た
架
空
の
路
地
」(

注
二
九)

と
述
べ
て
い
る
。
石
濱
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
織
田
が
作
家
と
し
て
世
に
出
る
前
に
出

版
さ
れ
た
『
大
阪
市
街
全
圖 

: 

實
地
踏
測
』(

一
九
一
二
・
九)
や
『
最
新
大
大
阪
市
街
全
圖
』(

一
九
二
八
・
六)

を
確
認
す
る
と
、「
ガ

タ
ロ(

我
太
良)

横
町
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る(

注
三
〇)

。
そ
の
『
大
阪
市
街
全
圖 :

 

實
地
踏
測
』
と
『
最
新
大
大
阪
市
街
全
圖
』
を
比
較

す
る
と
、「
ガ
タ
ロ
横
町
」
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
大
阪
市
街
全
圖 

: 
實
地
踏
測
』
で
は
、
現
在
の
上
町
筋
か
ら
谷
町
筋
に
か
け

て
の
路
地
に
赤
字
で
「
我
太
良
横
町
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
最
新
大
大
阪
市
街
全
圖
』
で
は
、
『
大
阪
市
街
全
圖 

: 

實
地
踏
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測
』
に
お
け
る
「
駒
ヶ
池
」
と
「
我
太
良
横
町
」
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
場
所
は
不
確
か
な
が
ら
も
「
ガ
タ
ロ
横
町
」
は
「
架

空
の
路
地
」
で
は
な
く
実
在
の
路
地
で
あ
っ
た
。 

「
木
の
都
」
で
は
、「
私
」
が
口
縄
坂
か
ら
続
く
露
地
を
抜
け
て
す
ぐ
に
「
仏
師
の
店
」
が
登
場
す
る
。
宮
川(

注
三
一)

と
斎
藤(

二
〇

二
一)(
注
三
二)

は
、
こ
の
「
仏
師
の
店
」
は
北
尾
の
『
近
代
大
阪
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
『
近
代
大
阪
』
に

よ
る
と
、
こ
の
「
仏
師
の
店
」
は
「
木
の
都
」
で
は
「
生
玉
の
馬
場
先
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、「
木
の
都
」
に
登
場

す
る
「
仏
師
の
店
」
よ
り
北
側
に
位
置
し
て
い
る(

注
三
三)

。
本
来
存
在
し
な
い
は
ず
の
場
所
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
「
木
の
都
」
の

「
仏
師
の
店
」
は
架
空
の
店
舗
で
あ
る
。 

「
仏
師
の
店
」
に
続
い
て
、
「
私
」
が
小
説
中
実
際
に
目
に
し
た
風
景
は
、
第
二
期
稿
で
は
以
下
の
通
り
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

下
駄
屋
の
隣
に
薬
屋
が
あ
つ
た
。
薬
屋
の
隣
に
風
呂
屋
が
あ
つ
た
。
風
呂
屋
の
隣
に
床
屋
が
あ
つ
た
。
床
屋
の
隣
に
桶
屋
が
あ
つ
た
。

桶
屋
の
隣
に
古
道
具
屋
が
あ
つ
た
。
古
道
具
屋
の
隣
に
標
札
屋
が
あ
つ
た
。
標
札
屋
の
隣
に…

…

と
見
て
行
つ
て
、
私
は
お
や
つ
と

思
つ
た
。
標
札
屋
の
隣
に
本
屋
は
も
う
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。(

第
二
期
稿
九
枚
目) 

 

こ
の
店
の
並
び
は
定
本
で
は
、
以
下
の
通
り
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。 

 

下
駄
屋
の
隣
に
薬
屋
が
あ
っ
た
。
薬
屋
の
隣
に
風
呂
屋
が
あ
っ
た
。
風
呂
屋
の
隣
に
床
屋
が
あ
っ
た
。
床
屋
の
隣
に
仏
壇
屋
が
あ
っ

た
。
仏
壇
屋
の
隣
に
桶
屋
が
あ
っ
た
。
桶
屋
の
隣
に
標
札
屋
が
あ
っ
た
。
標
札
屋
の
隣
に…

…

（
と
見
て
行
っ
て
、
私
は
お
や
と
思

っ
た
）
本
屋
は
も
う
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
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古
道
具
屋
が
消
え
、
仏
壇
屋
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
職
種
は
名
曲
堂
を
除
い
て
い
ず
れ
も
七
種
類
で
あ
る
。
一
方
、「
四
つ
の
都
」
で
は

以
下
の
通
り
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

 
薬
局
が
あ
り
、
銭
湯
が
あ
り
、
大
衆
食
堂
が
あ
り
、
産
婆
が
あ
り
、
本
屋
が
あ
り
歯
医
者
が
あ
り
、
煙
草
屋
が
あ
り
、
寄
席
が
あ
り
、

ラ
ジ
オ
屋
が
あ
り
、
標
札
屋
が
あ
り
、
古
道
具
屋
の
あ
る
町
で
あ
る
。
露
地
の
多
い
町
で
、
例
へ
ば
標
札
屋
と
、
ラ
ジ
オ
屋
を
二
軒

中
に
は
さ
ん
で
、
凹
の
字
に
通
ず
る
露
地
が
あ
る
。―
―
 

そ
の
凹
の
露
地
の
一
方
の
入
口
へ
は
い
つ
た
新
吉
は
、
新
聞
を
露
地
の
家
々

へ
配
つ
て
、
あ
つ
と
い
ふ
間
に
、
別
の
入
口
か
ら―

―
 

出
て
来
た
と
こ
ろ
は
、
矢
野
名
曲
堂
の
表
で
あ
る
。 

 

名
曲
堂
を
除
い
て
一
一
種
類
の
店
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
木
の
都
」
の
第
二
期
稿
と
定
本
の
ど
ち
ら
と
も
店
の
名
前
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
三
つ
の
稿
で
共
通
し
て
登
場
す
る
店
は
標
札
屋(

と
矢
野
名
曲
堂)

の
み
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
区
画
に
あ
る
は
ず
の
矢
野
名

曲
堂
を
取
り
巻
く
店
の
変
化
を
見
る
限
り
で
は
、
少
な
く
と
も
第
二
期
稿
、
定
本
、「
四
つ
の
都
」
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
全
て
の
稿
の

店
舗
が
架
空
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

次
に
、
こ
れ
ら
の
店
舗
が
位
置
す
る
区
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
私
」
は
自
身
が
通
っ
た
道
筋
を
以
下
の
通
り
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

登
り
詰
め
た
と
こ
ろ
は
露
地
で
あ
る
。
露
地
を
突
き
抜
け
て
、
南
へ
折
れ
る
と
四
天
王
寺
、
北
へ
折
れ
る
と
生
国

い

く

魂た
ま

神
社
、
神
社

と
仏
閣
を
結
ぶ
こ
の
往
来
に
は
さ
す
が
に
伝
統
の
匂
い
が
黴
の
よ
う
に
漂
う
て
、
仏
師
の
店
の
「
作
家
」
と
の
み
書
い
た
浮
彫
の
看

板
も
依
怙
地
な
ま
で
に
こ
こ
で
は
似
合
い
、
不
思
議
に
移
り
変
り
の
尠
い
町
で
あ
る
こ
と
が
、
十
年
振
り
の
私
の
眼
に
も
う
な
ず
け

た
。 
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こ
の
後
「
私
」
は
「
北
へ
折
れ
て
ガ
タ
ロ
横
丁
の
方
へ
行
く
片
影
の
途
上
」
に
こ
れ
ら
の
店
舗
を
見
て
い
る
。
ま
ず
以
上
の
描
写
か
ら
、

矢
野
名
曲
堂
並
び
に
こ
れ
ら
の
店
の
あ
る
筋
は
、
一
九
四
〇
年
代
当
時
の
谷
町
筋
か
そ
の
一
つ
東
の
筋(

現
在
の
市
道
東
平
野
町
西
線)

の

ど
ち
ら
か
に
絞
ら
れ
る
。
問
題
は
、
そ
の
ど
ち
ら
の
筋
で
あ
る
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
宮
川
は
「
作
品
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
『
こ
の
往
来
』
は
、
紛
れ
も
な
く
織
田
の
育
っ
た
上
汐
町
筋
で
あ
る
」（
注
三
四
）
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
浅
野
は
「
作

中
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
『
神
社
と
仏
閣
を
結
ぶ
往
来
』
は
当
時
の
谷
町
九
丁
目
か
ら
南
に
伸
び
た
生
玉
門
前
町
の
通
り
の
こ
と
で
、
そ

れ
は
拡
張
さ
れ
た
現
在
の
谷
町
筋
内
の
東
側
部
分
に
当
た
る
」（
注
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。「
上
汐
町
筋
」
と
そ
の
西
隣
に
位
置
す
る
「
拡

張
さ
れ
た
現
在
の
谷
町
筋
内
の
東
側
部
分
」
、
果
た
し
て
ど
ち
ら
が
「
私
」
が
通
っ
た
筋
で
あ
る
の
か
。 

「
登
り
詰
め
た
と
こ
ろ
は
露
地
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
素
直
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
口
縄
坂
か
ら
「
拡
張
さ
れ
た
現
在
の
谷
町
筋
内

の
東
側
部
分
」
ま
で
続
く
道
が
「
露
地
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
最
新
天
王
寺
区
地
図
』(

一
九
四
二)

や
『
大
大
阪
市
街
全
圖 : 

最
新

調
査
』(

一
九
四
二
・
五)

、『
最
新
大
大
阪
全
圖
』(

一
九
四
三
・
八)

を
見
る
限
り
で
は
、
こ
こ
か
ら
東
に
道
は
続
い
て
い
な
い(

注
三
六)

。

更
に
、
第
二
期
稿
を
見
る
と
、
直
前
の
引
用
部
分
に
お
け
る
「
生
国
魂
神
社
」
の
後
に
「
に
通
ず
る
夕
陽
丘
の
通
り
」(

第
二
期
稿
八
枚
目)

と
い
う
見
せ
消
ち
が
見
ら
れ
る(

注
三
七)

。
夕
陽
丘
が
ど
の
地
域
を
指
し
て
い
る
の
か
不
明
確
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
織
田
は
「
上

汐
町
筋
」
を
「
夕
陽
丘
の
通
り
」
と
は
呼
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
「
神
社
と
仏
閣
を
結
ぶ
こ
の
往
来
」
が
「
上
汐
町
筋
」
で
あ
れ
ば
、

「
雨
」(

初
出
：『
海
風
』
第
四
巻
二
号
、
一
九
三
八
・
一
一)
、「
俗
臭
」(

初
出
：『
海
風
』
第
五
年
六
号
、
一
九
三
九
・
九)

や
「
夫
婦
善

哉
」(

初
出
：『
海
風
』
第
六
年
一
号
、
一
九
四
〇
・
四)

と
い
っ
た
織
田
の
過
去
の
著
作
と
同
様
に
「
上
塩
町
」
と
い
う
地
名
を
用
い
た
の

で
は
な
い
か
。 

以
上
の
理
由
か
ら
「
私
」
は
「
拡
張
さ
れ
た
現
在
の
谷
町
筋
内
の
東
側
部
分
」
を
北
へ
折
れ
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
「
北
へ
折
れ
て
ガ
タ
ロ
横
丁
の
方
へ
行
く
片
影
の
途
上
」
に
こ
れ
ら
の
店
舗
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
下
駄
屋
か
ら
矢
野
名
曲
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堂
ま
で
の
店
舗
は
、
現
実
世
界
の
地
理
に
照
合
す
る
と
、
現
在
の
天
王
寺
区
六
万
体
町
付
近
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

区
画
は
現
実
と
相
違
な
い
が
、
そ
こ
に
構
え
る
店
並
み
は
全
て
架
空
の
設
定
で
あ
っ
た
。
や
は
り
こ
こ
で
も
架
空
と
現
実
の
混
在
が
見

ら
れ
る
。
次
は
「
木
の
都
」
で
語
ら
れ
る
上
町
と
い
う
場
全
体
の
架
空
性
を
検
討
す
る
。 

 

第
三
節 

上
町
の
イ
メ
ー
ジ 

 

「
木
の
都
」
冒
頭
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ
の
作
品
の
舞
台
で
あ
る
上
町
は
「
町
の
品
格
は
古
い
伝
統
の
高
さ
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る

の
を
貴
し
と
す
る
の
が
当
然
」
で
あ
る
一
方
、
「
高
津
表
門
筋
や
生
玉
の
馬
場
先
や
中
寺
町
の
ガ
タ
ロ
横
町
な
ど
と
い
う
町
は
、
も
う
元

禄
の
昔
よ
り
大
阪
町
人
の
自
由
な
下
町
の
匂
い
が
む
ん
む
ん
漂
う
て
い
た
」
と
い
う
。
加
え
て
、「
貧
乏
人
の
多
い
町
」
で
あ
り
、「
坂
の

多
い
町
」
で
あ
る
と
も
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
、「
木
の
都
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
や
冒
頭
の
「
大
阪
は
木
の
な
い
都
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
私
の
幼
時
の
記
憶
は
不
思
議
に
木
と
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
一
文
に
よ
っ
て
、
木
の
多
い
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
は
本
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
店
舗
の
多
く
が
架
空
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
「
木

の
都
」
で
語
ら
れ
る
こ
う
し
た
上
町
の
特
徴
ま
で
も
架
空
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
同
時
代
の
人
々
か
ら
見
た
上

町
の
風
景
を
前
述
の
特
徴
と
比
較
す
る
。 

ま
ず
、
織
田
と
も
交
流
が
あ
っ
た
作
家
の
藤
沢
桓
夫
は
「
大
阪
の
散
歩
道
」(

初
出
：
『
大
阪
／
神
戸 

日
本
の
旅
・
一
三
』
小
学
館
、

一
九
六
六
・
一
二)

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

以
前
に
私
が
好
ん
で
歩
い
た
散
歩
の
コ
ー
ス
の
一
つ
に
、
高
津
神
社
か
ら
生
国

い
く
く
に

魂た
ま

神
社
へ
か
け
て
の
下
寺
町
一
帯
の
高
台
が
あ
っ
た
。

そ
の
あ
た
り
は
、
大
阪
の
古
い
町
の
姿
が
そ
の
ま
ま
に
残
っ
て
い
て
、
私
が
少
年
時
代
を
送
っ
た
島
之
内
に
も
近
く
、
私
に
は
懐
か
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し
い
土
地
で
、
早
く
故
人
に
な
っ
た
私
の
年
少
の
友
人
織
田
作
之
助
が
『
木
の
都
』
と
い
う
題
の
短
編
に
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
書

い
て
い
る
が
、
こ
の
小
説
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
大
阪
市
内
に
は
珍
し
く
樹
木
の
多
い
界
隈
で
も
あ
っ
た
。(

注
三
八) 

  

こ
こ
で
藤
沢
は
「
木
の
都
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、「
大
阪
市
内
に
は
珍
し
く
樹
木
の
多
い
界
隈
で
も
あ
っ
た
」
と
そ
の
舞
台
が
「
木

の
都
」
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
同
様
に
小
田
実
も
、
上
町
が
「
木
の
都
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
小
田
は
作
品
冒
頭
の

上
町
の
説
明(

「
大
阪
は
木
の
な
い
都
」
か
ら
「
大
阪
は
す
く
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
木
の
な
い
都
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
ま
で)

を
受
け
て
、「『
大
阪
』
・『
焼
跡
』・『
戦
後
』
」(

初
出
：『
織
田
作
之
助
全
集 

五
』
講
談
社
、
一
九
七
〇
・
六)

の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

 

 

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
私
の
子
供
の
と
き
の
記
憶
で
あ
る
。
一
言
半
句
の
変
更
も
必
要
で
は
な
い
。
私
も
ま
た
生
国
魂
神
社
の
境
内
で
、

そ
の
「
巳
さ
ん
」
が
住
む
と
母
に
教
え
ら
れ
て
樟
の
老
木
に
近
よ
れ
な
か
っ
た
子
供
の
一
人
で
あ
り
、
子
供
心
に
源
聖
寺
坂
や
口
繩

坂
の
緑
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
人
間
で
あ
っ
た
。
私
は
私
の
大
阪
放
浪
の
行
き
帰
り
に
、
必
ら
ず
、
二
つ
の
坂
を
通
っ
た
。
坂

の
途
中
で
休
み
、
眼
下
に
ひ
ろ
が
る
大
阪
を
眺
め
、
そ
の
眼
下
の
大
阪
の
風
景
に
さ
え
意
外
に
緑
の
多
い
の
に
気
づ
く
。
た
し
か
に
、

「
大
阪
は
す
く
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
木
の
な
い
都
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」(

注
三
九) 

  

小
田
は
上
町
台
地
の
上
の
木
々
の
多
さ
を
肯
定
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
台
地
の
下
の
風
景
ま
で
補
足
し
て
説
明
し
て
い
る
。「
木
の
都
」

冒
頭
で
紹
介
さ
れ
る
木
に
ま
つ
わ
る
場
所
は
全
て
上
町
に
偏
在
し
て
お
り
、
本
作
品
で
は
高
台
の
下
の
木
の
多
寡
に
ま
で
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
た
め
、
大
阪
市
全
域
を
「
木
の
都
」
と
い
う
に
は
「
私
」
の
説
明
だ
け
で
は
説
得
力
が
薄
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
木
の

都
」
で
は
坂
の
下
の
風
景
そ
の
も
の
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
時
の
坂
の
下
の
風
景
が
ほ
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と
ん
ど
煤
煙
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 
藤
沢
と
小
田
は
「
木
の
都
」
を
読
ん
だ
上
で
、
以
上
の
よ
う
に
上
町
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
木
の
都
」
で
語
ら
れ
て
い
る
上
町

の
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
客
観
的
に
上
町
の
印
象
を
述
べ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
以
降
「
木
の
都
」

に
言
及
し
て
い
な
い
資
料
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

大
阪
市
産
業
部
觀
光
課
編
『
紀
元
二
千
六
百
年
の
大
阪
』(

大
阪
市
産
業
部
觀
光
課
、
一
九
四
〇
・
一
〇)

に
は
上
町
の
特
徴
が
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
寺
町

て
ら
ま
ち

は
い
づ
れ
も
寺
域

じ

い

き

広ひ
ろ

く
、
或
は
老ろ

う

樟
巨き

よ

松
を
植う

え
、
或

あ
る
ひ

は
芝
生

し

ば

ふ

を
造つ

く

り
、
泉せ

ん

池ち

を
し
つ
ら
へ
、
宗
派

し

う

は

の
別
は
建
築

け
ん
ち
く

の
特
色
を
生う

み
、
由
緒

ゆ
い
し
よ

の
別
は
夫そ

れ

々
の
雰
囲
気

ふ

ん

ゐ

き

を
つ
く
り
、
清
浄

せ
い
じ
よ
う

、
閑か

ん

寂
の
う
ち
に
お
の
づ
か
ら
異

こ
と
な

つ
た
風
格

ふ
う
か
く

と
趣
向

し
ゆ
か
う

を
現
は
し
、

近
代

き
ん
だ
い

大
阪
に
と
り
の
こ
さ
れ
乍な

が

ら
、
而し

か

も
近
代だ

い

大
阪
の
最

も
つ
と

も
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
緑

み
ど
り

と
思
索

し

さ

く

の
安
息
境け

う

を
な
し
て
ゐ
る
。(

注
四
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
は
異
な
る
が
、
概
ね
織
田
が
あ
げ
た
上
町
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
本
の
著
者
も
織
田
と
同
じ
く
、
上

町
を
大
阪
市
内
に
あ
っ
て
静
か
な
雰
囲
気
と
希
少
な
緑
を
有
す
る
場
所
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
こ
の
町
に
好
意
的
な
印
象
を
持
っ
て
い
た
。 

 

司
馬
遼
太
郎
も
学
生
時
代(

一
九
三
六
～
四
〇
年
頃)

こ
の
町
に
頻
繫
に
通
っ
て
い
た
。「
大
阪
の
原
形 

―

日
本
に
お
け
る
も
っ
と
も
市

民
的
な
都
市
」(

初
出
：『
大
阪
の
原
形 

―

日
本
に
お
け
る
も
っ
と
も
市
民
的
な
都
市―

』
大
阪
都
市
協
会
、
一
九
八
七
・
三)

の
中
で
司

馬
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 
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南
北
に
牛
の
背
の
よ
う
に
よ
こ
た
わ
る
上
町
台
地
の
西
側
に
、
台
地
に
沿
っ
て
松
屋

ま
つ
ち
や

町ま
ち

筋
と
い
う
古
い
道
路
が
南
北
に
通
っ
て
い
る
。

私
は
学
生
時
代
、
そ
こ
か
ら
古
い
花か

崗
岩

こ
う
が
ん

の
石
段
を
の
ぼ
っ
て
台
上
に
出
る
の
が
す
き
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
石
段
の
坂
が
い
く
つ
も

あ
り
、
ど
れ
も
が
両
側
に
寺
院
の
土
塀
か
、
神
社
の
森
が
あ
っ
て
、
の
ぼ
っ
て
い
る
と
奈
良
の
古
い
町
に
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ

た
。
／
愛
染
坂

あ
い
ぜ
ん
ざ
か(

勝
し
よ
う

鬘
坂

ま
ん
ざ
か)

を
の
ぼ
れ
ば
大
江
神
社
の
境
内
で
、
こ
の
境
内
の
舞
台
か
ら
み
る
落
日
も
い
い
。
／
ほ
か
に
源げ

ん

聖
し
よ
う

寺
坂

じ

ざ

か

、

口く
ち

縄
坂

な
わ
ざ
か

な
ど
が
あ
っ
た
。
／
あ
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
坂
を
の
ぼ
っ
て
、
樹
林
の
な
か
に
古
い
五ご

輪り
ん

塔と
う

を
み
つ
け
た
と
き
は
ふ
し
ぎ
な

思
い
が
し
た
。
大
阪
に
こ
の
よ
う
な
幽
邃

ゆ
う
す
い

と
で
も
い
え
る
一
角
が
あ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。(

注
四
一) 

  

こ
の
司
馬
の
当
時
の
思
い
出
を
見
る
と
、
「
私
」
が
「
町
の
品
格
は
古
い
伝
統
の
高
さ
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
の
を
貴
し
と
す
る
の

が
当
然
」
と
言
う
の
も
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
森
」
や
「
樹
林
」
と
い
っ
た
言
葉
が
さ
り
げ
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

意
図
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
上
町
が
「
木
の
都
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
た
文
章
で
は
概
ね
上
町
に
つ
い
て
好
意
的
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
否
定
的
な
見
方
を
示
す
人
物
も
い

た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
谷
崎
潤
一
郎
で
あ
る
。「
春
琴
抄
」(

初
出
：『
中
央
公
論
』
第
四
十
八
年
第
六
号
、
一
九
三
三
・
六)

に
は
、
上

町
一
帯
の
風
景
が
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

知
つ
て
の
通
り
下
寺
町
の
東
側
の
う
し
ろ
に
は
生い

国く

魂た
ま

神
社
の
あ
る
高
台
が
聳
え
て
ゐ
る
の
で
今
い
ふ
急
な
坂
路
は
寺
の
境
内
か
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ら
そ
の
高
台
へ
つ
ゞ
く
斜
面
な
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
大
阪
に
は
ち
よ
つ
と
珍
し
い
樹
木
の
繁
つ
た
場
所
で
あ
つ
て
琴
女
の
墓
は
そ

の
斜
面
の
中
腹
を
平
ら
に
し
た
さ
ゝ
や
か
な
空
地
に
建
つ
て
ゐ
た
。(

中
略)

私
は
、
折
柄
夕
日
が
墓
石
の
表
に
あ
か
〳
〵
と
照
つ
て

ゐ
る
そ
の
丘
の
上
に
彳
ん
で
脚
下
に
ひ
ろ
が
る
大
大
阪
市
の
景
観
を
眺
め
た
。
蓋
し
此
の
あ
た
り
は
難
波
津
の
昔
か
ら
あ
る
丘
陵
地

帯
で
西
向
き
の
高
台
が
此
処
か
ら
ず
つ
と
天
王
寺
の
方
へ
続
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て
現
在
で
は
煤
煙
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
木
の
葉
や
草

の
葉
に
生
色
が
な
く
埃
ま
び
れ
に
立
ち
枯
れ
た
大
木
が
殺
風
景
な
感
じ
を
与
へ
る
が
こ
れ
ら
の
墓
が
建
て
ら
れ
た
当
時
は
も
つ
と

鬱
蒼
と
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
し
今
の
市
内
の
墓
地
と
し
て
は
先
づ
此
の
辺
が
一
番
閑
静
で
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
で
あ
ら
う
。
奇
し

き
因
縁
に
纏
は
れ
た
二
人
の
師
弟
は
夕
靄
の
底
に
大
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
が
数
知
れ
ず
屹
立
す
る
東
洋
一
の
工
業
都
市
を
見
下
し
な
が

ら
、
永
久
に
此
処
に
眠
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。(

注
四
二) 

  

「
大
阪
に
は
ち
よ
つ
と
珍
し
い
樹
木
の
繁
つ
た
場
所
」
と
い
う
見
解
は
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
文
章
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

谷
崎
は
そ
の
樹
木
に
対
す
る
煤
煙
の
影
響
に
言
及
し
て
い
る
。「
木
の
都
」
の
中
で
「
私
」
は
、「
何
百
年
の
昔
か
ら
の
静
け
さ
を
し
ん
と

底
に
た
た
え
て
鬱
蒼
た
る
緑
の
色
が
、
煙
と
埃
に
濁
っ
た
大
気
の
中
に
な
お
失
わ
れ
ず
に
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
う
な
ず
か
れ
よ
う
」
と
語

っ
て
お
り
、
木
の
葉
や
草
の
葉
に
生
色
が
な
い
と
い
う
「
春
琴
抄
」
の
語
り
手
の
見
方
と
は
正
反
対
で
あ
る
。
谷
崎
は
上
町
を
好
意
的
に

評
価
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
織
田
や
藤
沢
、
小
田
が
指
摘
し
な
か
っ
た
こ
の
地
域
の
負
の
側
面
も
作
品
内
に
書
き
残
し
て
い
た
。 

 

次
に
、『
随
筆
大
阪
』(

錦
城
出
版
社
、
一
九
四
三
・
六)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
荻
原
井
泉
水
の
「
新
清
水
寺
」
を
比
較
対
象
と
し
て
取
り

上
げ
る
。
織
田
も
こ
の
『
随
筆
大
阪
』
に
「
五
代
友
厚
と
大
阪
」(
初
出
：『
随
筆
大
阪
』
錦
城
出
版
社
、
一
九
四
三
・
六)

と
い
う
エ
ッ
セ

イ
を
寄
稿
し
て
お
り
、
織
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
う
る
。「
新
清
水
寺
」
は
、

荻
原
が
Ｈ
と
い
う
人
物
の
案
内
で
愛
染
堂
、
大
江
神
社
、
新
清
水
寺
を
含
め
た
松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
た
際
に
見
た
叙
景
を
記
し

た
随
筆
で
あ
る
。
作
品
末
に
書
か
れ
た
日
付
に
よ
る
と
、
こ
の
随
筆
は
「
春
琴
抄
」
よ
り
さ
ら
に
十
年
近
く
前
の
一
九
二
四
年
に
書
か
れ
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た
も
の
で
あ
る
。
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
荻
原
が
巡
っ
た
場
所
を
順
番
通
り
に
引
用
し
て
、「
木
の
都
」
で
描
か
れ
た
上
町
と
の
相

違
点
を
探
っ
て
い
く
。 

ま
ず
、
荻
原
は
Ｈ
の
案
内
で
愛
染
堂
を
訪
れ
る
。 

 

「
愛
染
堂
」
と
い
ふ
丸
ボ
ヤ
の
軒
燈
は
現
代
で
あ
る
が
、
其
門
内
は
カ
ラ
リ
と
し
た
広
さ
に
、
講
堂
の
形
を
し
た
古
い
堂
が
一
つ
、

其
裏
に
是
も
同
じ
様
に
古
い
多
宝
塔
が
一
つ
、
あ
た
り
は
落
葉
し
た
木
が
五
六
本
、
寺
と
い
ふ
も
の
も
な
い
。(

注
四
三) 

 

「
木
の
都
」
の
劇
中
で
は
、
七
月
一
日
愛
染
堂
の
お
祭
が
催
さ
れ
て
い
る
。
「
私
」
は
名
曲
堂
の
娘
さ
ん
か
ら
そ
の
こ
と
を
聞
く
が
、

「
行
け
な
か
っ
た
」
と
「
私
」
は
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
荻
原
と
Ｈ
は
愛
染
堂
か
ら
大
江
神
社
に
移
動
し
、
先
述
の
大
江
神
社
の
碑
が
登

場
す
る
。
そ
の
後
荻
原
と
Ｈ
は
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
新
清
水
寺
に
赴
く
が
、
こ
こ
か
ら
随
筆
は
情
景
描
写
を
離
れ
て
こ
の
近
辺
に
お

け
る
芭
蕉
の
道
行
と
句
の
説
明
に
移
っ
て
い
く
。
そ
の
説
明
が
終
わ
る
と
、
二
人
は
ま
た
移
動
す
る
。 

 

 

私
達
は
、
西
の
坂
の
上
に
あ
る
茶
屋
に
上
つ
て
、
既
に
西
に
傾
い
た
日
の
下
に
展
げ
ら
れ
て
ゐ
る
地
平
に
眼
を
放
つ
た
。
そ
れ
は

一
面
の
瓦
屋
根
と
搖
曳
た
る
煤
煙
の
景
色
と
で
あ
る
。
新
世
界
の
通
天
閣
が
先
づ
近
く
目
を
引
き
と
め
る
、
木
津
あ
た
り
に
大
き
な

建
物
が
二
つ
ば
か
り
小
山
の
や
う
で
、
殊
に
大
き
な
煙
突
を
立
て
ゝ
ゐ
る
の
は
鉄
工
場
と
紡
績
工
場
と
で
あ
る
と
い
ふ
。
遥
か
に
曇

つ
た
連
山
の
見
え
る
の
は
、
池
田
能
勢
の
山
だ
さ
う
な
。
茶
店
の
主
人
の
談
に
、
よ
く
晴
れ
た
日
に
は
六
甲
の
山
が
く
つ
き
り
と
見

え
、
一
の
谷
の
鷹
取
山
も
見
え
る
、
又
、
海
の
見
え
る
事
も
あ
る
、
そ
れ
は
明
石
海
峡
だ
と
い
ふ
。
然
し
、
多
く
は
煤
煙
の
薄
黒
い

霞
に
隔
て
ら
れ
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
。(

注
四
四) 
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こ
こ
で
、
荻
原
は
上
町
の
下
側
に
広
が
る
「
煤
煙
の
景
色
」
を
捉
え
て
い
る
。
更
に
茶
店
の
主
人
か
ら
も
明
石
海
峡
が
「
多
く
は
煤
煙

の
薄
黒
い
霞
に
隔
て
ら
れ
て
し
ま
ふ
」
と
聞
い
た
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
の
「
新
清
水
寺
」
が
書
か
れ
て
か
ら
一
二
年
後
、
田
中

吉
太
郎
も
同
じ
く
夕
陽
丘
か
ら
の
「
煤
煙
の
景
色
」
を
自
著
『
夕
陽
丘
の
回
顧
』(

大
阪
青
年
塾
堂
、
一
九
三
六
・
五)

に
書
き
残
し
て
い

る
。 

 

塾
堂
の
窓
か
ら
静
か
に
西
を
眺
め
る
と
、
夕
暉
は
煤
煙
に
咽
び
て
遠
く
西
海
に
沈
み
ゆ
く
木
津
難
波
方
面
は
建
物
工
場
煙
突
電
線

雑
倒
の
裡
に
没
し
ゆ
く
。(

注
四
五)(

注
四
六) 

 

や
は
り
田
中
の
眼
に
も
上
町
の
下
側
に
広
が
る
「
煤
煙
」
が
映
っ
て
い
る
。「
木
の
都
」
で
も
「
煤
煙
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、「
私
」
は
荻
原
や
田
中
と
は
逆
に
「
煤
煙
の
景
色
」
の
中
か
ら
坂
の
上
の
台
地
を
望
ん
で
い
る
。 

 

試
み
に
、
千
日
前
界
隈
の
見
晴
ら
し
の
利
く
建
物
の
上
か
ら
、
は
る
か
東
の
方
を
、
北
よ
り
順
に
高
津

こ

う

ず

の
高
台
、
生
玉
の
高
台
、

夕
陽
丘
の
高
台
と
見
て
行
け
ば
、
何
百
年
の
昔
か
ら
の
静
け
さ
を
し
ん
と
底
に
た
た
え
て
鬱
蒼
た
る
緑
の
色
が
、
煙
と
埃
に
濁
っ
た

大
気
の
中
に
な
お
失
わ
れ
ず
に
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
う
な
ず
か
れ
よ
う
。 

  

荻
原
と
田
中
同
様
「
私
」
の
視
界
に
も
「
煤
煙
の
景
色
」
が
映
っ
て
い
る
が
、「
私
」
は
そ
の
「
煤
煙
の
景
色
」
の
中
か
ら
上
町
を
望
む

こ
と
で
、
そ
の
景
色
を
逆
手
に
と
り
、
読
者
に
対
し
て
そ
の
場
所
に
木
々
が
多
い
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
。
荻
原
や
田
中
の
よ
う
に
上

町
か
ら
下
の
景
色
を
望
む
と
、
広
範
囲
に
広
が
る
「
煤
煙
の
景
色
」
に
目
を
引
き
つ
け
ら
れ
、
上
町
が
木
の
多
い
場
所
で
あ
る
と
い
う
事
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実
に
は
気
付
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
織
田
は
視
点
を
あ
え
て
「
煤
煙
の
景
色
」
の
内
側
に
置
く
こ
と
で
、
上
町
の
「
木
の
都
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
視
座
は
織
田
が
独
自
に
考
案
し
た
も
の
で
は
な
い
。
既
に
斉
藤(

二
〇
二
一)

が
指

摘
し
て
い
る(

注
四
七)

が
、
北
尾
の
『
近
代
大
阪
』
に
類
似
す
る
場
面
が
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
い
つ
で
あ
つ
た
か
、
千
日
前

せ
ん
に
ち
ま
へ

、
道
頓
堀
辺
の
高
い
建
物
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
、
東
を
望
ん
だ
と
き
、
大
阪
に
は
珍
ら
し

い
森も

り

の
丘お

か

が
、
近
く
東
の
方
一
帯
に
連

つ
ら
な

り
、
そ
の
青
々
と
し
た
茂
り
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
段
階

だ
ん
か
い

を
つ
く
つ
て
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど

大
き
な
瓦
屋
根
の
反そ

り
が
、
さ
な
が
ら
幾
十
の
天て

ん

幕と

で
も
張
つ
た
や
う
に
重
な
り
合
つ
て
ゐ
る
の
が
み
え
た
。(

注
四
八) 

  

こ
の
北
尾
の
文
章
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て
い
る
が
、
織
田
は
こ
の
文
章
に
独
自
の
表
現
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
が
「
煙
と
埃

に
濁
っ
た
大
気
」
で
あ
る
。 

わ
ざ
わ
ざ
書
き
足
し
た
の
は
、
単
に
模
倣
を
避
け
る
た
め
だ
け
で
な
く
、「
煙
と
埃
に
濁
っ
た
大
気
」
を
「
木
の
都
」
の
対
抗
概
念
と
し

て
強
く
意
識
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
織
田
は
、
上
町
に
「
木
の
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
根
付
か
せ
る
た
め
に
、
大
阪
に
蔓
延
る
「
煤

煙
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

と
は
い
え
、
当
時
の
上
町
を
描
写
す
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
は
、
煤
煙
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
景
観

の
近
代
化
で
あ
る
。
田
中
吉
太
郎
は
執
筆
当
時
の
夕
陽
丘
周
辺
に
つ
い
て
、『
夕
陽
丘
の
回
顧
』
の
中
で
そ
の
変
貌
を
嘆
い
て
い
る
。 

 

眼
下
の
家
隆
墳
の
茂
り
は
年
と
共
に
消
衰
し
、
塾
堂
の
建
物
は
西
を
塞
ぎ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
顔
は
塚
を
舐
め
新
邸
は
北
に
建
ら
れ
近

寄
る
べ
き
も
な
く
、
愛
染
堂
の
周
囲
は
愈
々
建
詰
め
に
遭
ひ
村
童
の
遊
び
場
な
り
し
楽
し
か
り
し
大
楠
樹
は
骸
骨
を
遺
し
大
江
神
社



26 

 

の
社
務
所
は
国
宝
建
築
塔
も
何
の
く
そ
と
云
は
ぬ
ば
か
り
に
尻
を
向
け
て
居
る
。
往
事
を
追
懐
せ
ん
と
す
る
に
も
縡
既
に
切
れ
た
感

も
あ
る
。(

注
四
九) 

 

ま
た
、
北
尾
も
一
度
は
「
市
の
東
を
区
切
つ
て
、
一
帯
の
丘
を
な
し
て
ゐ
る
こ
の
高
台

た
か
だ
い

ま
で
は
、
ま
だ
お
も
ひ
切
つ
た
開
鑿

か
い
さ
く

の
手て

が
延の

び
て
ゐ
な
い
。
町
に
も
、
道
に
も
、
家
に
も
、
森
に
も
、
昔
な
が
ら
の
浪
華
の
寂さ

び
た
色
が
、
そ
の
ま
ゝ
濃こ

く
染そ

め
出
さ
れ
て
ゐ
る
」(

注

五
〇)

と
評
価
し
な
が
ら
も
、
生
國
魂
神
社
の
馬
場
先
近
く
ま
で
足
を
運
ぶ
と
、「
馬
場
先
も
い
ま
で
は
、
馬
の
蹄
を
痛
め
る
や
う
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
道
に
な
り
、
名
高
い
蓮
池
も
、
徒
に
塵
埃
に
埋
も
れ
て
、
昔
の
風
景
を
偲し

の

ぶ
よ
す
が
も
な
い
」(

注
五
一)

と
一
転
し
て
苦
言

を
呈
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
私
」
は
や
は
り
こ
う
し
た
負
の
側
面
に
触
れ
ず
、「
町
の
品
格
は
古
い
伝
統
の
高
さ
に
静
ま
り
か

え
っ
て
い
る
の
を
貴
し
と
す
る
の
が
当
然
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
仮
に
田
中
の
言
葉
が
誇
張
で
は
な
く
真
実
で
あ
っ
た
と
し
て
、

織
田
が
「
木
の
都
」
の
舞
台
と
そ
の
周
辺
の
変
化
に
気
付
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
れ
は
、
織
田
が
「
木
の
都
」
を
執
筆
す
る

際
に
参
考
に
し
た
と
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
宇
野
浩
二
『
大
阪
』(

小
山
書
店
、
一
九
三
六
・
四)

の
内
容
か
ら
推
測
さ
れ
る(

注
五

二)

。 

宇
野
浩
二
は
『
大
阪
』
に
お
い
て
、
十
軒
路
地
を
訪
れ
た
際
の
感
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
の
と
き
私
が
非
常
に
奇
異
に
感
じ
た
の
は
、
ど
う
い
ふ
訳
か
、
十
軒
路
地
だ
け
が
、
何な

に

か
由
緒

ゆ
ゐ
し
よ

の
あ
る
古
跡
の
ご
と
く
、
四
半
世
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紀
或
ひ
は
半
世
紀
の
年
月

と
し
つ
き

が
立
つ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
殆
ど
昔
の
ま
ま
の
形
で
残
つ
て
ゐ
る
の
に
、
そ
の
周
囲(

宗
右
衛
門
町
一

番
地)

の
他
の
家
々
が
殆
ど
全
く
変
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。(

中
略)

そ
の
た
め
で
あ
ら
う
か
、
私
の
十
軒
路
地
は
、
人

間
に
譬
へ
る
と
、
形
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
昔
の
面
影
は
残
つ
て
ゐ
て
も
、
い
つ
と
な
し
に
年
老
い
色
褪あ

せ
る
や
う
に
、
め
つ
き
り
年と

し

を
と
つ
た
や
う
に
、
私
に
は
思
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
。(

注
五
三) 

  

宇
野
は
自
身
の
故
郷
の
変
化
が
殆
ど
無
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
周
囲
の
風
景
の
変
化
に
よ
っ
て
自
身
の
故
郷
が
老
化
し
た
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
織
田
が
こ
の
宇
野
の
『
大
阪
』
を
参
照
し
て
「
木
の
都
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
故
郷
の
周
辺
の
変
化
と
い
う

部
分
は
十
分
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
織
田
は
「
私
」
に
そ
の
変
化
を
語
ら
せ
な
か
っ
た
。 

 

 

北
へ
折
れ
て
ガ
タ
ロ
横
丁
の
方
へ
行
く
片
影
の
途
上
、
寺
も
家
も
木
も
昔
の
ま
ま
に
そ
こ
に
あ
り
、
町
の
容
子
が
す
こ
し
も
昔
と

変
っ
て
い
な
い
の
を
私
は
喜
ん
だ
が
、
し
か
し
家
の
軒
が
一
斉
に
低
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
ふ
と
架
空
の
町
を
歩
い
て

い
る
よ
う
な
気
も
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
私
の
背
丈
が
も
う
昔
の
ま
ま
で
な
く
な
っ
て
い
る
せ
い
で
あ
ろ
う
。 

  

「
私
」
は
、「
架
空
の
町
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
た
」
理
由
を
「
私
の
背
丈
が
も
う
昔
の
ま
ま
で
な
く
な
っ
て
い
る
せ
い
」
に
し

て
い
る
。
故
郷
の
周
辺
の
変
化
を
認
め
て
い
た
宇
野
と
は
逆
に
、
故
郷
の
変
化
の
理
由
を
自
身
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
斉
藤(

二
〇

一
四)(

注
五
四)

は
、
こ
の
理
由
を
「
二
度
の
逆
接
の
あ
と
推
測
で
閉
じ
ら
れ
る
文
は
、
こ
じ
つ
け
め
い
て
い
よ
う
。『
架
空
』
に
感
じ
ら

れ
た
の
は
『
背
丈
』
の
せ
い
で
は
な
く
、
あ
え
て
『
昔
と
変
つ
て
ゐ
な
い
』
も
の
だ
け
を
見
て
い
る
か
ら
だ
」(

注
五
五)

と
一
蹴
し
て
い
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る
。
こ
の
指
摘
通
り
、
織
田
は
あ
え
て
故
郷
の
周
辺
の
変
化
を
「
私
」
に
語
ら
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
北
尾
鐐
之
助
の
著
作
の
み
な
ら

ず
、「
春
琴
抄
」
や
「
新
清
水
寺
」、『
夕
陽
丘
の
回
顧
』
と
い
っ
た
作
品
と
比
較
し
て
み
て
も
、
斎
藤
が
二
つ
の
論
文
で
一
貫
し
て
主
張
し

て
い
る
通
り
、
「
私
」
は
大
阪
の
古
い
部
分
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
テ
ク
ス
ト
上
で
は
、
斉
藤
の
言
う
よ
う
に

「
私
」
が
「
懐
か
し
い
姿
」
を
求
め
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
一
方
で
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
上
町
を
望
ん
で
い
る
読
者
に
と
っ
て
も
、
懐
古
的
な
上
町
の
描
写
は
好
ま
し
い
も
の
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
藤
沢
桓
夫
や
小
田
実
、
司
馬
遼
太
郎
と
い
っ
た
上
町
に
対
す
る
好
意
的
な
見
方
を
示
し
た
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
批
判
的

な
見
方
を
作
品
に
加
え
て
い
た
谷
崎
潤
一
郎
さ
え
も
「
私
の
見
た
大
阪
及
び
大
阪
人
」(

初
出
：『
中
央
公
論
』
第
四
十
七
年
第
二
号
～
第

四
号
、
一
九
三
二
・
二
～
四)
で
は
「
京
都
の
室
町
辺
、
大
阪
の
谷
町
、
高
津
、
下
寺
町
辺
へ
行
く
と
、『
あ
ゝ
東
京
も
昔
は
こ
ん
な
だ
つ

た
な
あ
』
と
思
ひ
、
忘
れ
て
ゐ
た
故
郷
を
見
付
け
た
や
う
な
気
が
す
る
」(

注
五
六)

と
言
っ
て
い
る
。
田
中
吉
太
郎
も
、
懐
古
的
な
大
阪

の
姿
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
変
貌
を
嘆
く
文
章
を
残
し
た
の
で
あ
る
。 

 

織
田
が
述
べ
た
上
町
の
特
徴
は
、
全
く
嘘
で
は
な
か
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
欠
点
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
町
に
「
架
空

の
匂
い
」
が
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
郷
愁
や
懐
古
の
感
情
を
好
む
人
々
に
と
っ
て
、
現
実
の
上
町
の
風
景
以
上
に
、
架
空
の
、

「
町
の
品
格
は
古
い
伝
統
の
高
さ
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
の
を
貴
し
と
す
る
の
が
当
然
」
の
「
木
の
都
」
た
る
上
町
は
望
ま
し
い
も
の

だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 三
章 

登
場
人
物
の
架
空
性 

第
一
節 

「
私
」
と
織
田
作
之
助 

本
章
で
は
登
場
人
物
の
中
で
、
第
二
期
稿
か
ら
初
出
本
文
に
か
け
て
固
有
の
氏
名
を
失
っ
た
二
人
の
人
物
の
架
空
性
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
ま
ず
、
物
語
の
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
に
つ
い
て
、
第
二
期
稿
か
ら
初
出
本
文
に
か
け
て
の
変
更
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。 
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第
二
期
稿
で
は
、
初
出
本
文
や
定
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「
私
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
発
売
日
に
は
、
「
作
之
助
」
と
い
ふ
ま
る
で
少
年
に
似
つ
か
ぬ
私
の
名
前
が
た
ま
た
ま
活
字
に
な
つ
て
ゐ
る
の
を
見
て
、

ほ
う
つ
と
胸
を
あ
つ
く
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。(

第
二
期
稿
九
枚
目) 

 

こ
こ
で
「
私
」
の
名
前
が
作
者
同
様
「
作
之
助
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
初
出
本
文
及
び
定
本
で
は
、「
私
」
の
名
前
が
最
後
ま

で
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
こ
の
場
面
で
は
初
出
本
文
か
ら
新
た
に
次
の
一
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

尋
常
六
年
生
の
私
が
国
木
田
独
歩
の
「
正
直
者
」
や
森
田
草
平
の
「
煤
煙
」
や
有
島
武
郎
の
「
カ
イ
ン
の
末
裔
」
な
ど
を
読
み
耽
っ

て
、
危
く
中
学
校
へ
入
り
損
ね
た
の
も
、
こ
こ
の
書
棚
を
漁
っ
た
せ
い
で
あ
っ
た
。(

定
本
よ
り
引
用) 

 

大
谷
晃
一
は
こ
の
一
文
に
対
し
て
、「
実
情
は
や
や
違
う
。
そ
う
い
う
危
ふ
や
な
心
構
え
で
は
少
な
く
と
も
な
か
っ
た
」(

注
五
七)

と
述

べ
て
い
る
。
実
際
「
危
く
中
学
校
へ
入
り
損
ね
た
」
と
い
う
の
は
本
人
と
他
人
で
は
見
方
が
異
な
る
た
め
、
大
谷
の
言
葉
を
全
て
真
に
受

け
る
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
が
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
真
偽
を
疑
う
べ
き
な
の
は
確
か
で
あ
る
。 

ま
た
、
第
二
期
稿
で
は
「
私
」
が
「
高
津
中
学
校
の
生
徒
で
あ
つ
た
」(

第
二
期
稿
五
枚
目)

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
初
出
本
文
及
び

定
本
で
は
「
高
津
宮
跡
に
あ
る
中
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
高
津
中
学
校
は
、
織
田
の
出
身
中
学
校
で
あ
る
。「
高

津
宮
跡
に
あ
る
中
学
校
」
と
い
う
や
や
回
り
く
ど
い
表
現
に
変
更
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
中
学
校
が
現
実
に
お
け
る
「
高
津
中
学
校
」

で
あ
る
と
察
す
る
読
者
は(

特
に
大
阪
で
は)

多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、「
高
津
宮
跡
に
あ
る
中
学
校
」
出
身
の
「
私
」
と
「
高
津
中
学
校
」
出

身
の
織
田
と
で
は
、
そ
の
境
遇
が
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
。
テ
ク
ス
ト
上
の
「
私
」
は
、
小
説
の
筆
者
と
同
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じ
「
高
津
中
学
校
」
出
身
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
高
津
宮
跡
に
あ
る
中
学
校
」
の
出
身
な
の
で
あ
る(

注
五
八)

。 

 
第
二
節 

「
柘
植
」
と
い
う
女
性 

 

第
二
期
稿
か
ら
初
出
本
文
に
か
け
て
名
前
が
無
く
な
っ
た
登
場
人
物
が
「
私
」
以
外
に
も
存
在
す
る
。「
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
の
『
旅
へ
の
誘

い
』
を
デ
ュ
パ
ル
ク
の
作
曲
で
パ
ン
セ
ラ
が
歌
っ
て
い
る
古
い
レ
コ
ー
ド
」
を
割
っ
た
「
女
の
ひ
と
」
で
あ
る
。
そ
の
女
性
の
名
前
は
第

二
期
稿(

二
〇
枚
目)
で
は
「
柘
植
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
初
出
本
文
で
は
そ
の
名
前
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、「
肩
が
づ
ん
ぐ
り
し
て
、
ひ
ど

い
近
眼
で
あ
つ
た
」
と
い
う
特
徴
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

本
作
品
に
登
場
し
た
人
物
の
モ
デ
ル
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
例
外
的
に
「
私
」
の
夕
陽
丘
女
学
校
に
ま
つ
わ
る
回
想
に
登
場
し
た
「
水

原
」
と
い
う
女
子
学
生
は
実
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
大
谷
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
大
谷
は
、
織
田
の
中
学
時
代
に
起
き
た
次

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。 

 

学
校
と
小
橋
西
之
町
の
中
間
に
文
房
具
店
が
あ
っ
た
。
キ
ン
グ
堂
と
い
う
た
。
作
之
助
た
ち
は
こ
こ
に
た
む
ろ
し
て
、
前
を
通
る

夕
陽
丘
高
女
生
を
待
っ
た
。
作
之
助
は
そ
の
水
原
と
い
う
子
に
手
紙
を
渡
し
た
と
吉
井
に
話
し
た
。
が
、
吉
井
は
そ
の
こ
と
を
完
全

に
は
信
じ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
見
栄
張
り
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。(

注
五
九) 

 

こ
う
し
た
「
水
原
」
の
例
が
あ
る
一
方
で
、
引
用
資
料
を
参
照
す
る
限
り
で
は
、
織
田
が
学
生
時
代
に
交
友
関
係
を
持
っ
た
「
柘
植
」

と
い
う
女
性
が
い
た
と
い
う
事
実
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

こ
の
「
柘
植
」
は
第
二
期
稿
で
は
最
終
的
に
「
私
の
下
宿
へ
時
々
な
ん
と
な
く
顔
を
見
せ
て
ゐ
た
女
の
ひ
と
」(

第
二
期
稿
二
〇
枚
目)

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
に
至
る
ま
で
に
修
正
を
し
た
痕
跡
が
第
二
期
稿
に
は
残
っ
て
い
る
。
見
せ
消
ち
か
ら
修
正
の
過
程
は
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次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。 

 

① 

「
私
の
下
宿
へ
よ
く
遊
び
に
来
て
ゐ
た
女
の
ひ
と
」 

↓

「
よ
く
」
を
「
時
々
」
に
修
正 

② 
「
私
の
下
宿
へ
時
々
遊
び
に
来
て
ゐ
た
女
の
ひ
と
」 

↓

「
遊
び
に
来
て
」
を
「
時
々
な
ん
と
な
く
顔
を
見
せ
て
」
に
修
正 

③ 

「
私
の
下
宿
へ
時
々
な
ん
と
な
く
顔
を
見
せ
て
ゐ
た
女
の
ひ
と
」 

 

 

「
私
」
と
「
柘
植
」
の
関
係
性
は
、
修
正
す
る
に
従
っ
て
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
。
全
く
架
空
の
人
物
と
「
私
」
の
関
係
性
に
こ
こ
ま
で

気
を
遣
う
べ
き
理
由
は
な
く
、「
柘
植
」
が
実
在
し
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
実
際
に
こ
の
「
柘
植
」
と
い
う
女
性
が
存
在
し
た

場
合
、
織
田
と
の
関
係
性
は
、「
私
」
の
設
定
の
改
変
を
踏
ま
え
る
と
、「
私
の
下
宿
へ
よ
く
遊
び
に
来
て
ゐ
た
女
の
ひ
と
」
と
い
う
最
初

期
の
設
定
に
最
も
近
く
、
そ
こ
か
ら
架
空
の
設
定
に
置
き
換
え
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

第
三
節 

名
無
し
が
も
た
ら
し
た
効
果 

 

二
人
の
人
物
か
ら
「
作
之
助
」
と
「
柘
植
」
と
い
う
名
前
が
剝
奪
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た

か
。
本
論
の
主
旨
に
沿
っ
て
い
え
ば
、
小
説
の
架
空
性
が
よ
り
増
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
は
私
小
説
性
が
薄
く
な

っ
た
と
い
う
表
現
が
よ
り
正
確
だ
ろ
う
。 

 
 

 

青
山
光
二
は
、『
定
本
織
田
作
之
助
全
集 

第
五
巻
』
の
作
品
解
題(
初
出
：『
織
田
作
之
助
全
集 

五
』
講
談
社
、
一
九
七
〇
・
六)

に

お
い
て
次
の
よ
う
に
こ
の
作
品
を
解
説
し
て
い
る
。 
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お
な
じ
頃
の
作
「
聴
雨
」(

第
四
巻
所
収)

と
お
な
じ
く
、
純
粋
に
構
成
手
法
と
し
て
の
〝
私
〟
小
説
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
作
中
の
〝
私
〟
は
作
者
と
等
身
大
の
人
物
で
は
あ
る
が
作
者
自
身
で
は
な
く
〝
私
〟
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
事
柄
を
そ
の

ま
ま
作
者
自
身
に
あ
て
は
め
う
る
も
の
と
し
て
は
必
ず
し
も
信
を
お
き
が
た
い
と
い
う
点
が
、
お
お
か
た
の
私
小
説
と
は
異
っ
て
い

る
。(

注
六
〇) 

  

仮
に
「
私
」
に
「
作
之
助
」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
た
場
合
、
青
山
は
「
私
」
が
作
者
自
身
で
は
な
い
と
は
っ
き
り
断
言
で
き

た
だ
ろ
う
か
。「
柘
植
」
と
い
う
女
性
の
名
前
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
「
尋
常
六
年
生
の
私
が
国
木
田
独
歩
の
『
正
直
者
』
や
森
田
草
平
の

『
煤
煙
』
や
有
島
武
郎
の
『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
な
ど
を
読
み
耽
っ
て
、
危
く
中
学
校
へ
入
り
損
ね
た
の
も
、
こ
こ
の
書
棚
を
漁
っ
た
せ
い

で
あ
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
追
加
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
仮
定
の
話
で
は
あ
る
が
、
草
稿
の
ま
ま
発
表
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
作
品
が
普
遍
的
な
私
小
説
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
織
田
は
そ
の
可
能
性
を
見
越
し
て
、
二

人
の
人
物
の
名
前
を
剝
奪
し
、
そ
の
設
定
を
改
変
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
空
想
の
小
説
」
で
あ
る
は
ず
の
「
木
の
都
」
が
、
読
者
に
私
小

説
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
既
存
の
私
小
説
重
視
の
風
潮
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
た
織
田
に
と
っ
て
避
け
る
べ
き
事

態
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る(

注
六
一)

。
も
ち
ろ
ん
、
先
述
し
た
「
水
原
」
が
織
田
本
人
の
知
己
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
完
全
に
私
小
説
か
ら

脱
却
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
青
山
の
解
説
の
通
り
、
既
存
の
私
小
説
と
比
較
し
て
、
語
り
手
と
作
者
を
容
易
に
同
一
視
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

第
二
期
稿
か
ら
定
本
に
か
け
て
の
口
縄
坂
の
説
明
、「
私
」
や
「
柘
植
」
の
設
定
変
更
を
見
る
限
り
で
は
、
小
説
の
内
容
を
現
実
か
ら
架
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空
に
近
づ
け
る
と
い
う
作
業
を
織
田
は
か
な
り
意
識
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
全
て
が
架
空
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
懐
古
的
な
上
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
手
く
作
品
に
根
付
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
一
方
で
、
普
遍
的
な
私
小
説
で
あ

る
こ
と
か
ら
脱
却
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
織
田
は
そ
こ
ま
で
「
架
空
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。 

「
西
鶴
新
論
」(

初
出
：『
西
鶴
新
論
』
修
文
館
、
一
九
四
二
・
七)

に
お
い
て
、
織
田
は
「
小
説
の
面
白
さ
と
は
物
語
性
に
あ
る
。
い
い

か
え
れ
ば
、
小
説
と
は
噓
の
芸
術
な
の
だ
」(

注
六
二)

と
主
張
し
て
い
る
。
同
作
で
、
西
鶴
に
つ
い
て
「
噓
あ
る
が
た
め
に
、
彼
の
小
説

の
面
白
さ
も
増
し
た
の
だ
」(

注
六
三)

と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
小
説
の
面
白
さ
は
「
噓
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
織
田
は
考
え

て
い
た
。 

た
だ
、
こ
の
「
噓
」
を
著
作
の
中
で
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
晩
年
の
「
可
能
性
の
文
学
」(

初
出
：『
世
界
文
学
』
第
八
号
、
一

九
四
七
・
一)

で
織
田
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
日
本
の
文
学
の
考
え
方
は
可
能
性
よ
り
も
、
ま
ず
限
界
の
中
で
の
深
さ
と
い
う
こ
と
を
尊
び
、
権
威
へ
の
服
従
を
誠
実
と

考
え
、
一
行
の
噓
も
眼
の
中
に
は
い
っ
た
煤
の
よ
う
に
思
い
、
す
べ
て
お
茶
漬
趣
味
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
考
え
方
が
オ
ル
ソ
ド
ッ

ク
ス
と
し
て
の
権
威
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
私
は
ひ
そ
か
に
ア
ン
チ
テ
エ
ゼ
を
試
み
つ
つ
、
や
は
り
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
的
な
色
眼
を

使
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。(
注
六
四) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
ジ
レ
ン
マ
は
、「
木
の
都
」
の
第
二
期
稿
か
ら
定
本
ま
で
の
改
稿
過
程
、
特
に
「
私
」
の
設
定
変
更
に
現
れ
て
い

る
。
織
田
は
自
身
の
身
辺
事
情
を
極
力
排
除
な
い
し
改
変
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
結
局
全
て
を
嘘
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
私

は
た
だ
今
後
書
い
て
行
く
だ
ろ
う
小
説
の
可
能
性
に
関
し
て
は
、
一
行
の
虚
構
も
毛
嫌
い
す
る
日
本
の
伝
統
的
小
説
と
は
っ
き
り
訣
別
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
だ
」(

注
六
五)

と
い
う
「
可
能
性
の
文
学
」
に
お
け
る
決
意
表
明
も
、
裏
返
せ
ば
そ
れ
以
前
に
は
「
一
行
の
虚
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構
も
毛
嫌
い
す
る
日
本
の
伝
統
的
小
説
」
か
ら
は
っ
き
り
訣
別
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
既
に
本
論
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う

に
「
木
の
都
」
は
「
全
部
空
想
の
小
説
」
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
織
田
が
こ
の
よ
う
な
誇
張
し
た
表
現
を
用
い
た
の
は
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
の
私
小
説
の
方
法
に
甘
ん
じ
た
と
読
者
に
思
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。 

も
ち
ろ
ん
、
私
小
説
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
ば
か
り
意
識
し
て
、
織
田
は
「
架
空
」
や
「
空
想
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
し
た
の
で
は
な
い
。 

二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
舞
台
の
説
明
や
描
写
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
私
小
説
か
ら
の
脱
却
と
い
う
点
と
は
別
に
、
織
田
が
「
架
空
」

や
「
空
想
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
要
因
と
し
て
捉
え
う
る
。 

 

本
論
で
は
、
主
に
草
稿
を
用
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、「
こ
ど
も
風
土
記
」
に
関
す
る
考
察
や
「
柘
植
」
の
実
在
性
な
ど
、
定
本
と

の
異
同
に
関
し
て
課
題
が
多
く
残
っ
た
。
本
論
の
主
題
に
限
ら
ず
、
草
稿
と
定
本
と
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
で
、「
木
の
都
」
と
い
う
作

品
の
理
解
は
よ
り
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

注 
 

 

一 

関
根
和
行
『
増
補
・
資
料
織
田
作
之
助
』(
日
本
古
書
通
信
社
、
二
〇
一
六
・
八)

三
一
六―

三
一
七
頁
よ
り
引
用 

 

二 

『
定
本
織
田
作
之
助
全
集 

第
八
巻
』(

文
泉
堂
出
版
、
一
九
九
五
・
三
、
第
三
版)

三
四
八
頁
よ
り
引
用 

 

三 

『
映
画
評
論
』(

第
一
巻
第
四
号
、
日
本
映
画
出
版
、
一
九
四
四
・
四
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

四
一
頁
よ
り

引
用 

 
 
 
htt

ps:/
/dl.

ndl.
go.j

p/pi
d/22

5611
5/
1/22

(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

四 

『
増
補
・
資
料
織
田
作
之
助
』
一
八
四―

一
八
六
頁
よ
り
各
稿
の
脱
稿
及
び
発
表
順
を
抜
粋 

 

一
九
四
四
年
一
月
二
十
日 

シ
ナ
リ
オ
「
四
つ
の
都
」
の
第
一
稿
を
脱
稿 
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同
年
一
月
二
十
四
日 

シ
ナ
リ
オ
「
四
つ
の
都
」
の
第
二
稿
を
脱
稿 

同
年
二
月
五
日 

小
説
「
木
の
都
」
を
脱
稿 

同
年
二
月
十
一
日 

シ
ナ
リ
オ
「
四
つ
の
都
」
の
第
三
稿
を
脱
稿 

同
年
三
月
一
日 

小
説
「
木
の
都
」
を
「
新
潮
」(

第
四
一
巻
第
三
号)

に
発
表 

同
年
四
月
一
日 

戯
曲
「
四
つ
の
都
」
と
随
筆
「『
四
つ
の
都
』
の
起
案
よ
り
脱
稿
ま
で
」
を
「
映
画
評
論
」(

第
一
巻
第
四

号)

に
発
表 

 

五 

浦
西
和
彦
編
『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典
』(

和
泉
書
院
、
一
九
九
二
・
七)

六
四―

六
五
頁 

六 

初
出
本
文
と
定
本
と
の
主
な
異
同
は
、『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典
』
六
三―

六
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

七 

「
四
つ
の
都
」
の
底
本
は
初
出
本
文(

『
映
画
評
論
』
第
一
巻
第
四
号
、
日
本
映
画
出
版
、
一
九
四
四
・
四
、
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
同
注
三)
を
用
い
た
。 

八 

織
田
文
庫
所
蔵
の
『
こ
ど
も
風
土
記
』
は
、
朝
日
新
聞
社
よ
り
一
九
四
二
年
二
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。 

九 

本
文
は
『
増
補
・
資
料
織
田
作
之
助
』
一
八
二
頁
よ
り
引
用 

一
〇 

た
だ
し
、
実
際
に
は
「
柳
田
氏
の
本
に
は
大
阪
に
も
こ
の
遊
び
の
あ
つ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
織
田

文
庫
所
蔵
の
『
こ
ど
も
風
土
記
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
「
鹿
遊
び
の
分
布
」(

初
出
：『
民
間
伝
承
』
第
六
巻
第
九
号
、
一
九
四

一
・
六)

に
は
「
現
に
鹿
々
の
遊
戯
が
行
は
れ
、
又
は
近
い
頃
ま
で
行
は
れ
て
居
た
こ
と
の
、
確
か
な
と
こ
ろ
」
と
し
て
、「
大
阪
府

北
河
内
郡
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
※
。 

※
『
柳
田
國
男
全
集 

第
十
二
巻
』(

筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
・
二)
四
二
〇―

四
二
一
頁
を
参
照 

一
一 

「『
木
の
都
』
試
論―

―
 

幻
景
の
〈
故
郷
〉
の
町
か
ら―

―
 

」、
浅
野
洋
、『
小
説
の
〈
顔
〉』
、
浅
野
洋
、
翰
林
書
房
、
二
〇
一
三
・
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一
一
、
三
五
二―

三
七
八
頁(

以
下
、
「
浅
野
」
は
本
論
を
指
し
、
引
用
は
本
書
に
よ
る) 

※
初
出
は
「
織
田
作
之
助
『
木
の
都
』―

―
 

幻
景
の
〈
故
郷
〉
の
町
か
ら―

―
 

」(

浅
野
洋
、『
近
畿
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
』
、

一
四
巻
、
二
〇
一
二
・
三
、
三―

二
二
頁)

、
『
小
説
の
〈
顔
〉
』
の
初
出
一
覧(

三
八
三
頁)

に
は
「『
木
の
都
』
試
論―

―
 

幻
景
の

〈
故
郷
〉
の
町
か
ら―

―
 (

中
略)

原
題
に
同
じ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る 

一
二 

同
前
、
三
六
九―

三
七
〇
頁 

一
三 

同
前
、
三
五
四
頁 

一
四 

同
前
、
三
五
六
頁
、
脚
注
四
省
略 

一
五 

「
織
田
作
之
助
『
木
の
都
』
の
〈
大
阪
〉―

歴
史
・
記
憶
・
架
空―

」
、
斎
藤
理
生
、『
文
学
・
語
学
』
、
第
二
三
三
号
、
全
国
大
学

国
語
国
文
学
会
、
二
〇
二
一
・
一
二
、
七
六―

八
六
頁(

以
下
、「
斎
藤(

二
〇
二
一)

」
は
本
論
を
指
す) 

一
六 

同
前
、
八
一
頁 

一
七 

同
前
、
八
一
頁 

一
八 

同
前
、
八
一
頁 

一
九 

「
木
の
都 

織
田
作
之
助
」
、
宮
川
康 

(

東
郷
克
美
・
𠮷
田
司
雄 

編
『
近
代
小
説
〈
都
市
〉
を
読
む
』
双
文
社
出
版
、
一
九
九
九
・

三)

、
な
お
引
用
は
同
書
改
訂
三
刷
に
収
載
さ
れ
た
も
の(

二
〇
〇
二
・
三
、
一
八
九―

一
九
〇
頁)

に
よ
る
。(

以
下
、「
宮
川
」
は

本
論
を
指
す) 

二
〇 

同
前
、
一
八
九
頁 

二
一 

『
増
補
・
資
料
織
田
作
之
助
』
一
七
〇
頁
よ
り
引
用 

二
二 

同
注
一
一
、
三
五
四
頁 

二
三 

同
注
一
五
、
八
〇
頁 
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二
四 

同
注
一
一
、
三
五
四
頁 

二
五 

『
随
筆
大
阪
』(

錦
城
出
版
社
、
一
九
四
三
・
六
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

九
一
頁
よ
り
引
用 

 
 
 https

://d
l.nd

l.go
.jp/

pid/
1130

039 
(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

二
六 

北
尾
鐐
之
助
『
近
代
大
阪
』(

創
元
社
、
一
九
三
二
・
一
二)

、
二
二
三
頁 

二
七 

『
増
補
・
資
料
織
田
作
之
助
』
一
八
三
頁
よ
り
引
用
、
傍
線
引
用
者 

二
八 

な
お
、
織
田
が
語
っ
た
「
畳
屋
町
、
炭
屋
町
、
竹
屋
町
、
傘
屋
町
、
骨
屋
町
」
の
由
来
は
、
炭
屋
町
を
除
い
て
、
現
在
の
大
阪
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
た
町
名
の
由
来
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
が
、
全
て
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

畳
屋
町 

・
町
名
は
、
豊
臣
期
に
大
坂
城
の
畳
納
入
の
御
用
職
を
つ
と
め
る
山
善
・
山
八
・
大
丈
そ
の
他
が
当
町
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
こ
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。(

中
央
区
（
旧
南
区
）
の
町
名
（
た
行
）
、
大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

、(

最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

 
 
 
 
h
ttps

://w
ww.c

ity.
osak

a.lg
.jp/

ch
uo/p

age/
0000

4841
81.h

tml#
p6
 

・
昔
畳
屋
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
こ
し
ら
へ
た
町(
「
相
変
る
大
阪
」) 

 
 
 
 (

北)

炭
屋
町 

・
町
名
は
、
西
横
堀
川
と
長
堀
川
の
交
差
す
る
四
つ
橋
以
南
の
西
横
堀
川
沿
い
に
、
長
堀
薪
炭
問
屋
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
由

来
す
る
。(

中
央
区
（
旧
南
区
）
の
町
名
（
か
行
）、
大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

、(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

 
 
 
 
h
ttps

://w
ww.c

ity.
osak

a.lg
.jp/

ch
uo/p

age/
0000

4841
79.h

tml#
p
5 
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・
炭
屋
の
集
ま
り
で
出
来
た
町(

「
相
変
る
大
阪
」) 

 

傘(

笠)

屋
町 

・
町
名
は
、
旧
名
の
一
部
の
道
頓
堀
塗
師(

ぬ
し)

屋
町
に
基
づ
く
。
塗
師
は
漆
塗
職
人
の
こ
と
で
、
昔
の
傘
に
は
安
物
の
漆
が
塗

ら
れ
た
か
ら
、
こ
こ
の
塗
師
屋
が
傘
屋
＝
笠
屋
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。(

中
央
区
（
旧
南
区
）
の

町
名
（
か
行
）、
大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

、(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

 
 
 
 
h
ttps

://w
ww.c

ity.
osak

a.lg
.jp/

ch
uo/p

age/
0000

4841
79.h

tml#
p5
 

・
ど
こ
を
向
い
て
も
傘
屋
ば
か
り(

「
相
変
る
大
阪
」) 

 以
上
、
「
相
変
る
大
阪
」
は
『
増
補
・
資
料
織
田
作
之
助
』
一
八
三
頁
よ
り
引
用 

二
九 

『
大
阪
詩
情 

住
吉
日
記
・
ミ
ナ
ミ―
わ
が
街
』(

朋
興
社
、
一
九
八
三
・
八)

二
〇
四
頁
よ
り
引
用 

三
〇 

『
大
阪
市
街
全
圖 : 

實
地
踏
測
』(

日
下
伊
兵
衛
、
和
楽
路
屋
、
一
九
一
二
・
九) 

所
蔵
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー)

所
蔵
の
資
料
を
参
照(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

 
 
 
 
h
ttps

://l
apis

.nic
hibu

n.ac
.jp/

ch
izu/

map_
deta

il.p
hp?i

d=00
2468

502
 

『
最
新
大
大
阪
市
街
全
圖
』(

日
下
伊
兵
衛
、
和
楽
路
屋
、
一
九
二
八
・
六) 

所
蔵
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー)

所
蔵
の
資
料
を
参
照(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

h
ttps

://l
apis

.nic
hibu

n.ac
.jp/

chiz
u/ma

p_
deta

il.p
hp?i

d=00
2462

729
 

三
一 

同
注
一
九
、
一
八
九
頁 

三
二 

同
注
一
五
、
八
一
頁 
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三
三 

同
注
二
六
、
二
一
六―

二
一
七
頁 

三
四 

同
注
一
九
、
一
八
九
頁
、
傍
線
引
用
者 

三
五 
同
注
一
一
、
三
五
九
頁
、
傍
線
引
用
者 

三
六 

最
新
天
王
寺
区
地
図 

 
(

大
阪
市
区
分
地
図)(

日
本
統
制
地
図
、
一
九
四
二) 

 
 
 
 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
資
料
を
参
照 

 
 
 

大
大
阪
市
街
全
圖 :

 

最
新
調
査(

日
本
統
制
地
図
、
一
九
四
二
・
五
、
第
二
版) 

所
蔵
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー)

所
蔵
の
資
料
を
参
照(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

 
 
 
 
ht
tps:

//la
pis.

nich
ibun

.ac.
jp/c

hi
zu/m

ap_d
etai

l.ph
p?id

=002
4664

15
 

最
新
大
大
阪
全
圖(

日
本
統
制
地
図
、
一
九
四
三
・
八
、
第
四
版) 

所
蔵
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー)

所
蔵
の
資
料
を
参
照(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

 
 
 
 
ht
tps:

//la
pis.

nich
ibun

.ac.
jp/c

hi
zu/m

ap_d
etai

l.ph
p?id

=002
4626

61
 

三
七 

な
お
、
見
せ
消
ち
は
一
部
判
読
不
能
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
判
読
可
能
な
部
分
の
み
記
載
し
た
。 

三
八 

藤
沢
桓
夫
『
大
阪
の
人
』(

光
風
社
書
店
、
一
九
七
四
・
二)

五
三―

五
四
頁
よ
り
引
用
、
傍
線
引
用
者 

三
九 

『
定
本
織
田
作
之
助
全
集 

第
五
巻
』
三
六
七―
三
六
八
頁
よ
り
引
用 

四
〇 

大
阪
市
産
業
部
觀
光
課
編
『
紀
元
二
千
六
百
年
の
大
阪
』(

大
阪
市
産
業
部
觀
光
課
、
一
九
四
〇
・
一
〇
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

四
四
頁
よ
り
引
用 

 
 
 https

://d
l.nd

l.go
.jp/

pid/
3459

762/
1/
29(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

四
一 

『
司
馬
遼
太
郎
全
集 

第
五
十
四
巻 

第
三
期
第
四
回
配
本 

草
原
の
記 
「
明
治
」
と
い
う
国
家
』(

文
藝
春
秋
、
一
九
九
九
・
一)

四
〇
八―

四
〇
九
頁
よ
り
引
用 
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四
二
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集 

第
十
七
巻
』(

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
・
九)

五
五―

五
六
頁
よ
り
引
用
、
傍
線
引
用
者 

四
三 

同
注
二
五
、
九
〇
頁 

四
四 
同
前
、
一
〇
〇―

一
〇
一
頁
、
傍
線
引
用
者 

四
五 

『
夕
陽
丘
の
回
顧
』(

大
阪
青
年
塾
堂
、
一
九
三
六
・
五
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

一
五
〇
頁
よ
り
引
用 

 
 
 
https

://d
l.nd

l.go
.jp/

pid/
1232

118/1
/88(

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

四
六 

塾
堂
と
は
「
木
の
都
」
に
お
い
て
夕
陽
丘
女
学
校
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
建
物
と
し
て
言
及
さ
れ
た
「
青
年
塾
堂
」
を
指
す
。『
夕

陽
丘
の
回
顧
』
の
跋
文
に
は
、
本
書
が
こ
の
青
年
塾
堂
の
落
成
式
に
際
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
あ
る
。 

四
七 

同
注
一
五
、
八
一
頁 

四
八 

同
注
二
六
、
二
〇
七
頁 

四
九 

同
注
四
五
、
一
〇
五
頁 

五
〇 

同
注
二
六
、
二
〇
八
頁 

五
一 

同
前
、
二
一
七
頁 

五
二 

宇
野
浩
二
『
大
阪
』
と
「
木
の
都
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
宮
川(

一
九
〇
頁)

、
浅
野(

三
七
四
頁)

、
斎
藤(

二
〇
二
一)(

八

一
頁)

が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。 

五
三 

『
宇
野
浩
二
全
集 

第
十
二
巻
』(

中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
・
三)

一
二
六
頁
よ
り
引
用 

五
四 

「
太
宰
治
の
「
東
京
」
の
使
い
方 

:
 

織
田
作
之
助
の
『
大
阪
』 

を
補
助
線
に
」
、
斎
藤
理
生
、
『
文
学
・
語
学
』、
第
二
一
一
号
、

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
四
・
一
二
、
八
五―

九
五
頁(

以
下
、「
斎
藤(

二
〇
一
四)

」
は
本
論
を
指
す)

、 (

最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
三
年
一
月
七
日) 

     https
://h

dl.h
andl

e.ne
t/11

094/
5698

3 
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五
五 

同
前
、
八
六
頁 

五
六 

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集 

第
十
六
巻
』(

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
・
八)

三
二
三
頁
よ
り
引
用 

五
七 
大
谷
晃
一
『
織
田
作
之
助 ―

生
き
、
愛
し
、
書
い
た
。
』(

沖
積
舎
、
二
〇
一
三
・
八)

六
〇
頁
よ
り
引
用 

五
八 

た
だ
し
、「
高
津
宮
跡
に
あ
る
中
学
校
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
斎
藤(

二
〇
二
一)

が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 
 

一
方
、『
木
の
都
』
に
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
な
記
憶
が
言
及
さ
れ
、
い
に
し
え
の
大
阪
が
幾
重
に
も
織

り
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
題
名
に
含
ま
れ
る
「
都
」
と
い
う
字
が
、
仁
徳
天
皇
が
置
い
た
高
津
宮
を

想
起
さ
せ
る
。/
ま
た
、
高
津
宮
に
言
及
し
た
引
用
傍
線
部
ば
か
り
で
は
な
く
、「
私
」
が
通
っ
た
中
学
も
「
高
津
宮
跡
に
あ
る

中
学
校
」
だ
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。(

七
九―

八
〇
頁) 

 

こ
の
よ
う
に
「
歴
史
的
な
記
憶
」
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
だ
け
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

五
九 

同
注
五
七
、
七
三
頁
※ 

 
 
 

※
注
五
七
、
注
五
九
の
引
用
部
分
は
大
谷
晃
一
『
生
き
愛
し
書
い
た―

織
田
作
之
助
伝―

』(

講
談
社
、
一
九
七
三
・
十)

、
大
谷
晃

一
『
織
田
作
之
助―

生
き
愛
し
書
い
た
』(

沖
積
舎
、
一
九
九
八
・
七)

に
も
記
載
が
見
ら
れ
る
。 

六
〇 

同
注
三
九
、
三
七
三
頁 

六
一 

な
お
、
浅
野
も
「『
私
小
説
』
と
し
て
の
〈
顔
〉
を
も
つ
『
木
の
都
』
を
〈
私
小
説
〉
か
ら
遠
ざ
け
る
た
め
に
、
作
家
と
し
て
の
〈
知

見
〉
を
あ
え
て
捨
象
し
、
自
身
の
〈
実
像
〉
と
異
な
る
『
私
』
を
表
出
し
た
」(

三
六
〇
頁)

と
既
に
論
じ
て
い
る
が
、
浅
野
は
そ
の

手
段
と
し
て
作
品
か
ら
「〈
文
学
性
〉
や
ゆ
か
り
」
を
排
除
し
た
こ
と
を
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。 

六
二 

同
注
二
、
三
九
頁 
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六
三 

同
前
、
三
八
頁 

六
四 

同
前
、
一
一
八
頁 

六
五 
同
前
、
一
一
八
頁 


